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士
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論
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昭
和
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年
一
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の
第
七
章
九
月
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於
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條
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論
文
（
十
八
頁
）
及
び
「
方
言
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七
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朝
文
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説
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お
け
る
代
名
詞
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」
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七
巻
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八
琥

（
昭
和
七
年

究
」

（
昭
和
七
年
十
二
月
）
所
牧
の
安
田
惑
代
門
氏
が
論
文
「
九
思
ふ
。

交
渉
」
が
あ
り
、

是
は
金
憚
博
士
遠
豚
祝
竹
會

「
東
洋
語
學
之
研

第
五
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六
。
七
•
八
●
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一
•
十
二
眺
及
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第
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十
八
巻
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一
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さ
れ
て
ゐ
る
の
は
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「
國
語
の
方
言
匿
刺
」

一
三

三
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サ
ル
ク

廻

る

さ

わ

ぐ

年
一
―
一
月
）
の
橋
詰
延
裔
氏
が
「
土
佐
方
言
集
」
七
に

（
五
0
頁
）

尚
語
幽
に
就
て
は
「
國
屎
院
雑
誌
」
第
三
十
七
巻
（
昭
和
六
年
）

二
披
既
出
の

宮
良
鴬
牡
氏
が
論
文

「
南
島
方
言
ミ
九
州
方
言
『この

（昭
和
七
年
十
二
月
）
の
武
山
宮
定
氏
が

「
薩
岸
語
ミ
南
島
語
の

（
紳
宮
皇
學
館
誼
友
會
）
第
二
百
八

々
を
常
分
骰
に
附
屈
さ
せ
度
い
ミ
為
れ
る
様
な
試
は
今
後
も
枚
狼

に
暇
が
あ
る
ま
い
が
、
東
條
氏
が
「
方
言
研
究
の
棚
穀
」
に
於
て

（
三
五
頁
）
九
州
の
三
大
方
言
の
中
で
は
磋
隅
方
言
ご
肥
筑
方
言

に
於
て
こ
七

頁
十
三
—
四
行
）
鹿
兒
島
方
言
に
肘
す
る
談
方
を

考
應
に
入
れ
て
も
入
れ
な
い

で
も
、
是
亦
而
白
い
誠
別
で
あ
る
『
、
）

論
文

「
九
州
方
言
系
統
論
に
就
て
の
―
つ
の
既
書
」
が
あ
り
、
特

士
が
「
國
語
特
に
肘
馬
方
言
に
及
ぽ
し
た
朝
飾
語
蜘
の
影
咽
」

雑
誌

「
高
知
教
育
」

（
高
知
縣
教
育
會
）
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六0
七
賊
（
昭
和
八
薩
隅
•
附
肥
。
雨
筑
•
雨

豊
•
宮
崎
の
五
方
言
匝
に
囮
及
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の
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文

學
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究
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輯

七
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（
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六
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二
氏
が

「
甑
島
方
言
集
」
。
但
し
「
方
言
ゞ
ェ
士
俗
」
第
三
咎
第
七

に
由
る
ミ
(
-
―
―
八
頁
上
）
動
詞
マ
ラ
ス
ル
な
ら
各
地
に
あ
る
さ
云

「
方
言
」
第
一
二
巻
第
三
琥
（
昭
和
八
年
三
月
）
の
鮫
島

松
下
氏
の
「
種
子
島
方
言
集
」

九

州

方

言

の

特

異

性

咎
二
十
に
存
す
る
「
全
浙
兵
制
」
の
條
に
は

七
七

は
、
新
村
博
士
の
「
メ
キ
シ

コ
恋
版
の
日
本
文
典
」
（
大
正
二
年
、

0
六
四
頁
十
六
行
ー
六
五
貞
十
八
行
蜀
山
人
の
「
鵡
―
話
一

言
」

七
四
七
）
が
西
文
も
て
せ
る

「
日
本
文
典
」

塁
（
予
巽
疇
）

治
氏
が

「
費
島
方
言
集
」

二
行

「
方
言
」
第
二
咎
第
一
琥
（
昭
和
七
年
一
月
）
の
敷
根
利
銃
（
昭
和
七
年
九
月
）
の
同
氏
が
「
ロ
ド
リ
ー
ゲ
ス
の
日
本
方
言

十
七
行

は
ポ
ド
レ
イ
文
廊
『
こ
ク
ロ
ー
フ
ァ
ド
家
こ
に
一
部
宛
存
す
る
の
み

氏
が
「
山
川
町
附
近
の
方
言
に
つ
い
て
」

0
六
六
頁
一
—
+
―
行
土
井
忠
生
氏
の
御
報
告

l
に
由
る
こ
刊
本

同

「
方
言
」
第
一
巻
第
三
説
（
昭
和
六
年
十
一
月
）
の
福
里
榮

「
方
言
」
へ

裂
刻
す
る
橡
定
で
あ
る
。

ふ
。

々
大
さ
な
る
筈
で
あ
る
が
、
此
の
巻
之
四
の
語
薬
は
近
く
自
分
が

る
日
本
語
資
料
を
射
比
す
る
時
，

脇
（
昭
和
七
年
十
一
月
）
で
橘
正
一
氏
が
「
方
言
雑
誌
合
評
會
」

「
九
大
國
文
學
會
會
報
」
第
一
孟
軍
（
昭
和
七
年
六
月
）
の
上
村
孝

日
敦
授
が

「
甑
島
に
追
れ
る
マ
ラ
ス
ル
ミ
メ

ー
ラ
ス

ル
」

雄
氏
が
「
肥
前
五
島
方
―――-rl
集
」

十
六
行

及
び

「
九
大
國
文
學
」
第
二
披
（
昭
和
六
年
十
一
月
）
の
春

羹
四
庫
継
目
兵
家
類
雨
浙
兵
制
四
巻
疇
嗜
予
家
蔵
全
浙

兵
制
戸
日
本
風
土
記
虹
侯
網
氾
撰
ト
ア
リ

ミ
見
え
る
。
固
に
「
方
言
」
第
二
巻
第
九
銃
（
昭
和
七
年
九
月
）

謙
蔵
氏
が

「
明
代
に
於
け
る
支
那
人
の
日
本
語
研
究
」
で
示
さ
れ

「
日
本
風
土
記
」
の
伯
値
は
益

で
ア
ジ
ユ
ダ
に
は
無
い
さ
う
で
あ
ら
。
倫
「
方
言
」
第
二
巻
第
九

研
究
」
参
照

3

因
に
西
班
牙
人
オ
ヤ
ン
グ
レ
ン
(
-
六
八
八

I
-

G

七
五
七
）

「
國
語
ミ
國
文
學
」
第
十
巻
第
一
糠
（
昭
和
八
年
一
月
）
の
秋
山

で
伊
波
普
猷
氏
が
紹
介
さ
れ
て
ゐ
る
「
日
本
館
繹
語
」
や
更
に
は



鼎
（
寛
永
六
ー
元
禄
六
）
の
燕
陶
を
受
け
た

0
同
頁
十
四
行

え
る
。

さ
補
ひ

も
佐
は
も
何
れ
も
佐
賀
藩
士
だ

が
石
田

に
爛
係
す
る
が
、
薩
岸
侍
恐
な
る
曾
槃
の
「
日
州
航
源
落
紀
事
」

（
元
禄
年
間
の

事
件
だ
が
同
冊
所
牧
の
寛
政
元
年
日
向
人
「
無
人

島
談
話
」
の
附
録
）
に
は
所
謂
姫
岸
方
言
さ
註
す
る
物
敷
語
が
見

全
集
」

（
明
治
一
―
-
+
―
―
―
年
）
所
牧
記
事
の
中
で
四
編
程
は
南
九
州

K
e
k
k
o
n
o
 to
k
o
r
o
 
d
eg
u
se
rrim
assur 

文
に
改
め
る
。

-.:) 

ふ
。
府
此
の
資
料
は
自
分
が
「
方
言
」
へ
凸
版
摂
刻
撒
定
。

本
語
解
説
」

（
二
五
八
—
七
三
頁
）
の
中
に
は
な
る
文
句

を
補

新
文
書
」
第
五
巻

（
一
七
九
二
）
へ
拉
丁
文
も
て
褻
表
し
た
「
日

0
同
頁
十
＿
―
|
三
行

「
緻
帝
國
文
庫
」
第
廿
二
編
「
瀕
流
奇
談

典
」

を
基
『
こ
し
て
ゐ
る
様
に
見
受
け
ら
れ
る
ミ
云
ふ
。

「
南
密
廣
記
」
四
一

四
頁
）
や
従
っ

て
東
條
教
授
の
「
方
言
研
究

甲
」
の
説
明
(
-
九
頁
）
は
兎
に
角
｀
そ
の
第
四
巻

第
八
章
に
「
日
而
僻
碧
」
の
四
繹
マ

ー
ー
ラ
版
（
嚢

翌

OfF)
か
ら
抄

し
も

出
し
た
A
B
C
順
の
語
臨

ぞ
あ
っ
て
「
上
」
「
下
」
の
別
が
矢
張

り
荷
咀
式
羅
馬
字

で
記
し
て
あ
る
が
｀
特
に
方
言
記
事
は
存
せ

ず
、
全
慨
―
こ
し
て
土
井
氏
の
御
意
見
で
は
コ
リ
ャ
ゾ
の
「
日
本
文

0
六
七
頁

一
行

へ
「

「疇
誓
闊
」
の
難
句
略
解
」

0
同
頁
ニ
ー
四
行
「
方
言
」
第
三
巻
第
二
賊

月
）
の
大
田
榮
太
郎
氏
が
「
越
谷
吾
山
翁
の
位
牌
等
痰
見
に
就
い

ゥ
ー
ン
ベ
リ

0
同
頁
二
行

0
同
頁
三
ー
四
行

ウ
プ
サ
ラ

三
行
へ
は

を
附
し
、
四
行
は
次
の
二

N
a
g
a
s
a
k
i
 w
a
 d
o
 g
u
serrimassu
r
k
a
 ?
 

ー‘

0
六
八
頁

lJ̀
千

展
観
愁
目

の
概
観
」

（
一
七
ー
八
頁
）
、
或
は
大
正
十
一
二
年
の
「
取
洋
文
庫

文

學

研

究

第
五

仇

て
雑
感
」

参
照。

を
附
し
更
に
同
人
が
「
ウ
プ
サ
ー
ラ
王
室

は

リ

ネ

ー

七
八

は
ミ

同
じ
く
を
削
る
。 （

七
五
八
）ト

ウ

ン

ベ

リ

ウ
プ
サ
ー
ラ

ミ
喪
更。

は

ト

（
昭
和
八
年

ミ
し
て
自
分
が
韓
載
し
た
。

「
方
言
」
第
三
巻
第
一
賊
（
昭
和
八
年
一
月
）



既
に
「
國
語
教
育
」
第
盛
巻
第
笠
賊
（
大

正
五
年
一
月
）
へ
東
條
氏
は
「
方
言
研
究
の
過
程
」
な

る
最
初
の

方
言
警
目
を
漿
表
さ
れ
て
居
り
、
彼
の
文
政
十
年
(
-
八
二
七
）

の
序
あ
る
櫻
田
椛
太
夫
が
「
方
言
逹
用
抄
」
に
は
「
西
國
の
方
言

九
州
方
言
の

特
異
性

0
七一

頁
ニ
ー
三
行

と
筒
蹴
に
註
す
る
の
み
、
獨
繹
本
(
-
八
七
七
）
は
未
澗
査

J

0

|

―
頁
―
に
レ
オ
ン

パ
ジ

ェ
ス
が

「
此
の
形
は
僻
唐
に
無
し
」

（
一
八
六
八
）
は
同
じ
く
百
六
頁
、
佛
膵
本

（
一
八
六
一
）
は
六

0
七
0
頁
十
ー
六
行
英
文
第
二
版
(
-
八
七
六
）
及
ぴ
闘
文
版

銀」

」
ミ
し
て
紹
介
及
び
覆
刻
し
た
。

和
七
年
五
月
）
で
自
分
は

「
ラ
ナ
ルド

マ
ク
ド

ナ

ルド
の

「
日
英
語

0
同
頁
十

一
行
ー
七

0
頁
九
行

「
方
言
」
第
二
巻
第
五
披
（
昭

春
日
氏
が
本
誌
第
四
輯
へ
共
の
研
究
の
一
部
を
疲
表
さ
れ
た
。

0
六
九
頁
七
—
九
行

「
「
小
訊
子
方
言
語
義
」

よ
り
」
ミ
題
し
て

日
本
紀
行
の
部
分
だ
け
の

語
の
日
本
語
語
薬
は
近
く

「
方
言
」

へ
自
分
が
覆
刻
の
豫
定
。

行
の

る
「

の
中
間
へ
挿
人
す
可
ぎ
で
あ
る
。
因
に
此
の
瑞
典

olnl頁
五
ー
六
行

な
ら
十
字
は
六

七
九

が
雑
誌

「
瓶
史
地
郡
」

第
十
七
巻
第
六
枇

（
明
治
四
十
四
年
六

す
る
説
が
記
さ
れ
て
あ

る
の
で
あ
つ
て
、

是
等
の
要
領
は
組
田
氏

十
二
年
）
に
由
つ
て
（
七
七
頁
）
察
せ
ら
れ
る
が
、
郎
ち
白
野
耕

三
年
七
月
）

及
八
巻
（
同
十
四
年
六
月
）

作
（
夏

警

（
改
虞
立
窟
）
が
雑
誌

「
根
藝
志
林
」
虐
（
明
治
十

゜

の
論
文
「
古
代
地
名

考
」
は
其
の
低
「
東
京
地
學
協
會
報
告
」
第
八
巻
第
八
披
（
明
治

゜

十
三
年
な
る
が
十
四
年
四
月
刊
）
へ
「
士
代
地
名
考
」
さ
し
て
轄

囃
際
を

「ソ

ウ」

（
襟
伯
）
、

麿
底
の
隊
を
「
サ
ッ

」

月
）
へ
の
論
文
「
維
新
後
ァ
イ
ヌ
語
研
究
の
先
党
者
・・・・・・・
・
・
白
野

（七
五
九
）

載
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
九
州
に
躙
係
し
て
は
熊
製
、
熊
本
の
外
ー
に

想
ひ
違
で
あ
る
事
が
皓
田
次
郎
氏
の
「
國
語
郎
概
論
」

（一
11)

「
東
洋
根
藝
雑
誌
」
ミ
云
ふ
の
は
金
田
一
氏
の

G

大
正
十
四
年
六
月
）
所
牧
投
刻
に
は
全
然
見
ら
れ
な
い
。

0
同
頁
十
八
行

に
も
あ
る
通
り

（
天

0
頁
下）

（明
治
四

を
も
参
照
し
て
居
る
」
ミ
指
摘
さ
れ
て
居
る
が
（
七
九
頁
上
）
、

是
は

「
方
言
」
第
二
咎
第
三
琥

（
昭
和
七
年
三
月
）
の
「
解
題
」

「
仙
磁
照
書
」
第
八
巻

（
乾
）
ミ



が
内
閣
文
即
に
存
す
る
。

0
同
頁
十
四
行
ー
五
八
頁
――
一行
此
の
原
窃
本
ミ
思
は
れ
る

も
の

U

同
二
十
年
十
月
十
二
日
諧
演
）
に
は

（

第
一
部
（
明
治
廿
一
年
二
月
）
に
於
け
る
王
堂
が
論
文

「
ル
ド
リ

さ
あ
る
。
水
戸
の
彰
考
館
に
も
寓
本
が
あ
る
。

0
六
一
頁
十
一
—
二
行

文
政
五
王
午
年
霜
月

宮
崎
成
身

内
閣
文
庫

の
明
版
に
は
、゜

（
昭
和
八
年
五
月
十
日
）
に
由
る
ミ
、
侯
織
高
こ
な
つ
て
ゐ
る。

0
同
貞
十
一
ー
ニ
行

0
五
五
頁
十

一
行

版
本
は
東
洋
文
庫
―
に
も
存
す
る
。

九
大
國
文
學
第
二
琥
（
環
喋
胆
）

内
閣
文
期
の
明
版
よ
り
も
字
脆
が
崩
れ
て
ゐ

子
孫
某
借
窟

右

日

本

風

土

記

崎

陽

司

牛

込

氏

之

贔

贔

嗜

臀

味）

（
良
い
）

の
活
用
古
形
語
尾
は
九
州
西
及

二
丁
の
二
冊
よ
り
成
り
、
坤
の
四
十
二
丁
目
ゥ
に

庫
」
な
る
黒
印
あ
り
、
何
れ
も
丁
付
無
ぎ
乾
六
十
二
丁
、
坤
四
十

0
同
頁
九
ー
十
行

に
か
た
▲-

山
郡
萬
摘
村
大
字
新
町
で
用
ふ
る

（
良
い

氣

0
五
七
頁
四
行
京
大
閻
害
俯
所
蔵
の
窃
本
は
表
紙
に

「田
滞
文

る。

は
う
か
よ
の
」
ミ
解
か
れ
る
の
は
兎
も
角
、
後
半
を

「お
出
ぢ
ゃ

0
六
0
頁
一

ー
八
行
永
田
吉
太
郎
氏
が

（
私
信
）
前
半
を

「
伴

0
七
二

頁
三
ー
十
行

夏
塞
翁
」
に
於
で
も
解
る
の
で
あ
る
。

文

楳

研

究

自
分
の
調
歪

第
五

紺

「
無
悪
」
に
賛
さ
れ
た
。

ミ
解
さ
れ
た
春
日
氏
も

伴
信
友
の
「
瑕
字
の
本
末
」
上
巻
之
下

に
（
「
伴
信
友
全
集
」
第
一
―
一
の
四
百
二
十
五
ー
六
頁
）
に
引
用
轄

賊
し
て
あ
る
。
天
野
信
景
の

「賊
尻
」
巻
乙
三

十
五
も
参
照
。

0
五
九
頁
十
四
行

ろ
」
さ
さ
れ
る
の
は
無
理
で
あ
ら
う
。

が
う江

宜
氏
の
御
意
見

に
由
る
と
、
山
形
縣
東
村

゜

「
し
ぶ
き
び
」

に
残
る

「し
．＂
」

゜

南
部
の
「
よ
か
」
の
そ
れ
と
同
系
で
あ
る
ミ
云
ふ
。

八
丈
島
方
言

の
「
ー
け
」
以
上
に
眼
新
し
い
問
題
で
あ
ら
う
。

「
日
本
亜
細
亜
協
會
會
報
」
第
十
六
券

ギ
シ
の
霧
音
組
織
」

最
初
「
申
さ
う
」

0
五
八
頁
十
四
ー
六
行 八

〇

（
七
六
0
)



の
過
渡
期
」

九
州

方

言

の

特

異

性

（
昭
和
四
年
七
月
）
に
於
て

（
「
三
宅
博
士
古
稀
祝

八

（
七
六

一
）

）
あ
り
、

9
日f
 

す＾
行
音
に
f
を
用
ゐ
て
あ
り

そ
は
長
崎
の
登
音
に
よ
り
て
杏
き
し
者
な
る
が

0
同
頁
十
行
ー
六
七
頁
九
行

「
九
大
國
文
學
」
第
一
孟
瑯
命
＂口和

（
百
四
十
五
頁）

宮
澤
甚
一

1

一郎
氏
の

「日
本
言
語
根
」

（
明
治
三
十
七
年
）

今
よ
り
三
百
年
許
り
前
、
西
洋
人
の
杏
き
し
日
本
文
典
（麟
5

ミ
記
し
て
あ
る
が
、
新
村
出
博
士
は

「
國
語
に
於
け
る
F
H
雨
音

る
。
七
八
頁
十
ー
一

行
も
同
様
。

七
年
二
月
）
の
土
井
忠
生
氏
が

「
吉
利
支
丹
懺
悔
録
の
方
言
」
五

六
頁
四
ー
十
一

行
参
照
。
詰
り
是
は
醗
刻
の
誤
で
あ

っ
て
、
原
典

に
於
て
は
矢
張
り
標
準
語
『
こ
し
て

の
活
用
喪
化
を
し
て
ゐ
る
に
過

ぎ
な
い
の
で
あ
り
、
即
ち
九
州
方
言
の
特
異
性
は
全
然
存
し
な
い

l

)

よ

,~

~',
~ 

ア
ル
ヴ
ア
レ
ス

は

ア
ル
ヴ
ァ
レ
ス

（
七
0
頁
）
半
ば
掌
り
半
ば
常
ら
ざ
る
論
評
を
為
れ
、
叉
例
へ
ば

ウ
ロ
ミ
其
の
作
品
」

誌
」
第
七
編
第
六
琥
（
明
治
二
十
九
年
六
月
）

ミ
あ
る
可
否
は
兎
に
角
、

「
史
學
雑

0
六
六
頁
雑
誌

「
國
語
・
國
文
」
第
武
巻
第
拾
武
賊

（昭
利
七

棟
準
的
こ
し
て
寓
昔
す
る
に
ル
ド
リ
ギ
シ
は
長
崎
音
セ
採
用

西
班
牙
の
後
拇
者
コ
リ
ャ

ゾ
は
（
叩
）
長
崎
の

f
は
低
に
菌
時

或
地
方
で
は
ん

ミ
登
昔
し
た
事
＾
を
明
か
に
述
べ
て
居
る

さ
見
え
、
叉

（
―
二
頁
）

し
た

一
頁
）

の
雑
録
に
於
て

是
を
村
上
直
次
郎
博
士
は

賀
記
念
論
文
集
」
一
八
四
頁
、

チャ

ン
バ
レ
ン

氏
が
（帥
了ロ

ド
リ
ゲ
ー
ス

の
綴
字
方
を
説
明

コ
リ
ャ
ー
ド
の
言
に
腺

つ
て
｀

f
文
字
が

ミ
論
評
さ
れ
て
居
る
。

年
十
二
月
）
の
土
井
忠
牛
氏
が
論
文

「
吉
利
支
丹
文
學
者
養
方

バ

0
同
頁

一
行

（
下
）
の

「
四
」

参
照
。

『こ
改
め

た
の
は
固
よ
り
鴬
ら
な
い

採
用
さ
れ
た
の
は
長
崎
の
方
昔
に
基
い
た
も
の
の
如
く
解
し

す
る
に
つ

い
て、

「
東
亜
語
源
誌
」
＝
二
＿

1

-

頁
）



筈
で
あ
る
。

「
騒
道
書
志
」

（
明
治
廿
一
年
）
第
十
二
な
る
「
日

金
田
平
一
郎
氏
の
努
力
の
如
き
も
の
が
九
州
以
外
の
地
方
か
ら
例

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
は
自
分
が
改
め
て
絣
明
す
る
迄
も
無
い

冊
に
於
け
る
九
州
地
方
の
法
制
刷
係
語
に
つ
い
て
」
提
出
さ
れ
る

説
を
引
用
し
つ
こ
再
吟
味
す

函
）
吉
利
支
丹
文
學
に
於
け
る
九
州
方
言
存
在
説
を
諸
家
の

が
る
言
語
地
理
學
的
原
理
を
以
て
し
て
も
、
最
も
力
黙
の
謹
か
れ

な
‘
云
見
ら
れ
る
「
調
備
」
な
る
語
曲
は
例
へ
ば
偶
然
同
披
で
「
近

の
「
雑
誌
要
目
」
で

(
1
0
八
頁
）

是
は
雑
誌
「
國
語
●
國
文
」
第
試
巻
第
煎
琥
（
昭
利
七
年
一
月
）

學
宕
料
杭
へ
度
い
窪
永
版
「
懺
悔
録
」

た
。
そ
の
昔
殴
さ
て
は
語
法
迄
さ
へ
地
方
的
特
殊
相
を
否
定
し
た

に
巧
に
蓮
用
さ
れ
得

な
る
文
句
は
常
時
さ
し
て
も
頗
る
迷
惑
を
感
じ
た
の
で
あ
つ
て
、

で
（
五
八
頁
）

（
疇
）
貴
重
な
る
研
究
の
結
果

（蔚
）
該
文
訊
ズ
に
は
九
州
方
言
要

素
は
無
し
ミ
断
定

事
は
土
井
氏
に
由
つ
て
此
の
感
梢
的
一
ャ
も
出
来
れ
ば
九
州
方
言
文

え
る
(
-
―
七
頁
下
）
鴬
時
の
語
盤
の
地
方
的
相
逹
を
討
究
す
る

族
」
第
武
巻
第
笠
披
（
大
正
十
五
年
十

一
月
）
の
橋
本
進
吉
博
士

が
[
-
―
ー
百
除
年
前
の
日
本
の
方
言
に
欄
す
る
四
人
の
研
究
」
に
見

學
」

（
岩
波
）
第
六
披
（
昭
和
六
年
十
一
月
）
の
「
限
界
消
息
」

五
琥
（
昭
和
六
年
十
月
五
日
）

「
浪
奸
記
」
二
九
一

頁
）
や
「
う
ぷ
す
な
考
」

邸
誠
は
例
へ
ば
新
村
博
士
の

0
七
万
頁
三
行
ー
七
八
頁
五
行

事
に
な
る
の
で
あ
る
。
九
州
方
言
と
か
翻
刻
＿
ヽ
ぷ
“
云
ふ
問
題
を
離

れ
て
誤
者
は
様
々
の
事
を
考
へ
さ
せ
ら
れ
る
筈
で
あ
る
。

土
井
氏
の
前
記
論
文
は
必
誤
の

文
字
に
充
つ
る
。
因
に
自
分
の
態
度
は
「
NJL
大
尿
新
判
」
第
六
十

の
記
事
（
三
頁
）

や
雑
誌

「文

七
頁
）
に
於
て
既
に
指
摘
さ
れ
て
あ
る
繹
で
あ
る
が
、
雑
誌
「
民

文

學

研

究

第
五

輯

（
昭
和
二
年
｀
固

（
大
正
十
四
年
、

菊
僻
愁
」
が
明
治
廿
三
年
に
上
田
巡
年
博
士
に
由
つ

て
紹
介
せ
ら

れ
「
國
語
の
た
め
第
二
」
（
明
治
三
十
六
年
）
に
記
録
さ
れ
て

（
一
八
五
頁
）
以
来
、
此
の
僻
典
が
含
有
す
る
、
「
下
」
な
る
方
言

八

「
牛
肉
史
談
」

（七六一一）



あ
つ
て
、

「
物
類
稲
呼
」

は

し

か

と

あ
し
か

と
の
Y

ん

の
「
麻
疹
典
悔
鹿
之
辣
」

う
が

~
~
 

~
 

お
り

や
り
ま
す

巻
五

「
な
ぜ
ミ
云
事
」

九
州
方

言

の
持
異

性

で
あ
る
。
松
下
大
一1

一郎
博
士
の

「
標
準
日
本
口
語
法
」 ヽ

（
昭
和
五

大
和
か
い
匝
は
あ
じ
か

を
崩
東
べ
い
都
こ
ざ
ん
す
伊
勢

井
氏
が
「
方
言
」
第
二
巻
第
九
賊
（
昭
和
七
年
九
月
）
の
「
ロ
ド

リ
ー
ゲ
ス
の
日
本
方
言
研
究
」

及
び
「
國
語

・
國
文
」
第
武
咎
第

拾
笠
眺

G"cl祁
七
年
七
一
月
）
、
第
拾
式
披

（
十
二
月
）
の
「
吉

利
支
丹
文
尿
者
養
方
パ
ウ
ロ
ミ
其
の
作
品
」
に
於
て
そ
の
補
足
が

見
ら
れ
る
。
只
自
分
は
彼
の
所
謂

「
京

へ
筑
紫
に
腸
束
さ
」
な
る

偲
諺
は
文
献
梨
上
の
個
値
は
兎
に
角
、
現
今
で
は
勿
論
だ
が
常
時

に
於
て
も
そ
の
現
腐
反
映
性
を
瀦
し
く
疑
ひ
度
い
氣
が
す
る
の
で

．

の
條
や
三
馬

き
ヤ

）
に
も
引
用
さ
れ
て
あ
る
夷

享
和
三
年

(
―
八
0
三

な
さ

云
ふ
雑
駁
な
方
言
椀
識
に
も
劣
り
は
し
ま
い
か
ミ
考

へ
る
の

抹
殺
さ
れ
難
い
で
あ
ら
う
事
は
何
人
に
も
是
認
さ
れ
よ
う
。
尚
土

示
さ
れ
る
迄
は
此
の
楊
合
常
識
的
に
も
そ
の
特
殊
的
色
彩
を
全
然

八一

（
七
六
三
）

題
し
て
二
百
七
十
充
則
の
原
文
及
び
翻
刻
を
述
載
。

0
七
二
頁

一
ー
ニ
行

雑
誌

「
國
語
教
育
」

が、

康
遇
堅
の

が

「
欄
東
べ
い
」
に
も
（
三
十
頁
上
）
九
州
方
言
宕
料
と
さ
れ
て

あ
り
、
小
倉
塁

Zlf博
士
の
「
霜

警

喜

説
」

や
（
六
0
頁
）
同
じ
く
「
南
部
朝
鮮
の
方
言
」

（
同
十
一

1

一
年
）
に

（
大
正
十
二
年
）

（
一
九
一

頁
）
従
へ

ば
少
く
ー‘)も
音
腟
に
刷
し
て
是
は
帝国
時
に
於

て
さ

へ
劉
馬
方
言
要
素
を
呈
示
す
る
地
位
に
在
る
ら
し
く
、
然
る

限
り
三
百
年
前

の

「
九
州
方
言
の
記
録
」
ミ
見
倣
さ
れ
得
よ
う
。

第
十
八
巻
第
五
琥

（
昭
和
八
年
五
月
）
よ
り
吉
田
澄
夫
氏
が
「
天
草
版
金
句
銀
」
ミ

學
」

第
百
八
十
五
跳

（
明
治
四
十
三
年
四
月
）
の
保
科
孝

一
敬
授

「掟
解
莉
語
」

は
低
に
例
へ
は
雑
誌

「
帝
國
文

る
の
で
無
い
事
は
橘
正
一
氏
の
眼
界
に
由
つ
て
分
っ
た
の
で
あ
る

助
動
詞

「
ま
ら
す
る
」
は
今
日
に
於
て
さ
へ
九
州
が
獨
占
し
て
居

行
は
れ
て
居
る
の
で
あ
る
。

（
二
四

0
ー
一

頁
）
は

兎
も
角
、
九
州
で

は
現
在
に
至
る
迄
矢
張

「
様
」
其
僅
の
訛
形
が

年
二
月
）
に
於
け
る

「
方
言
の
依
腺
格」



ヽ

代
口
語
賓
料
さ
し
て
周
知
の
「
お
あ
ん
物
語
」
に
ロ
ハ
一
同
出
て
来

0
同
頁
八
ー
九
行
土
井
氏
に
巾
る
ミ
刊
本
は
ボ
ド
レ
ィ
文
庫
ご

巴
里
國
民
文
庫
と
碓
國
エ
ヴ
ラ
公
立
文
庫
ー
こ
に
一
部
宛
あ
る
の
み

で
あ
っ
て
、

ア
ジ
ユ
ダ
に
は
宮
本
、
大
英
博
物
館
の
は
西
闘
マ
―
―

ラ
版
で
あ
る
ミ
云
ふ
。

四
十
年
八
月
）
五
ニ
ー
，11

頁
を
挿
入
。

「
新
群
書
頻
従
」
第
六
「
歌
曲」

（
明
治

る
「
さ
か
い
」
ミ
等
し
ぎ
標
識
さ
見
倣
さ
れ
る
可
き
で
あ
ら
う
。

す
る
様
で
あ
る
。
併
し
勿
論
此
の
場
合
は
彼
の
近
畿
方
言
の
同
時

上
盆
城

鞍
手

゜
カ

ン

マ

シ

キ

0
同
頁
四
行
ー
八
一
二
頁
八
行

゜

ク
ラ
デ

田
北
耕
也
氏
敦
示

平
田
鬼
丸
氏
敬
示

俗
稲
追
加
二
件

十
巻
五
一
五
頁
）

ミ
云
ふ
句
例
が
見
え
る
が
、
同
系
語
な
ら
廣
く
東
北
地
方
に
も
存

0
同
頁
九
ー
十
行

0
七
九
頁
ニ
ー
三
行

橘
正
一
氏
は

「
方
言
ミ
土
俗
」
第
四
巻
第

函
（
昭
和
八
年
五
月
）
で
(
-―
10
頁
下
）
消
極
的
な
が
ら
手
柄

゜

だ
ミ
思
ふ
ミ
評
さ
れ
る
。
特
に
國
文
尿
者
へ
紹
介
し
度
い
。

0
七
九
頁
五
行

カ
ト
リ
ッ
ク
信

者

〇
八
二
頁
ニ
ー
三
行

（
改
造
祉
「
沙
羅
の
花
」
、
新

ミ
改
め
る
。

の
五
字
分
を
除
く

C

束
條

氏
に
由
る
ミ
少
く
ミ
も
奈
良
、
京
都
に
は
存
し
又
分
布
は
も
つ
ー
‘
)

廣
い
さ
う
で
あ
り
、
橘
正

一
氏
に
由
る
さ
徳
島
縣
に
も
あ
る
由
。

0
七
八
頁
ニ
ー
三
行

故
語
ミ
し
℃

は
0
八

0
頁
十
二
行

田
北
耕
也
氏
の
御
敦
示
に
由
り
長
崎
人
士

一
月
、
日
本
評
論
祉
）
に
は
「
ま
ら
す
る
」
が
見
ら
れ
る
。

で
あ
る
。
因
に
松
崎
宜
氏
の
「
殺
生
瀾
白
行
朕
記
」

（
昭
和
五
年

そ
ふ
し
た
か
ら

0

0

0

 

か
う
し
た
さ
か
い
で

（

新

は

0
七
六
頁
八
ー
九
行

「
御
國
通
僻
」
に
は

（
「
南
部
叢
苦
」
第

ロ
バ
ー
ト
ス
ン
が
「
初
期
西
日
濶
係
書
目
」
参
照。

本
亜
細
亜
協
會
會
報
」
第
四
十
―
―
―
巻
第
一
部
所
載
の
ヂ
ェ
ィ

ム
ズ

月
出
版
、
岐
阜
）
に
は
囮
盟、

九
州
、
筑
紫
の
名
が
散
見
す
る
。

0
同
頁
九
行
ー
七
三
頁
十
行

一
九
一
五
（
大
正
四
年
）
の
「
日

「
侯
訓
煕
」
後
編
十
八
巻
（
明
治
二
十
年
七

文

學

研

究

第

五

輯

八
四

（
七
六
四
）



九

州

方

言

の

特

異

性

を
東
大
國
語
學
研
究
室
は
本
郷
の
井
上
栂
店
か
ら
入
手
し
た
の
で

へ
た
約
五
十
句
が
記
さ
れ
て
あ
る
の
で
あ
り
、
紙
毀
等
か
ら
見
て

化
政
（
一
摯
謳
）
以
前
に
は
大
丈
夫
行
く
ら
し
く
、
内
容
も
根
幹

的
の
九
州
方
言
助
癖
が
大
抵
盛
ら
れ
て
あ
る
か
ら
、
「
都
久
志
こ

さ
ば
」
よ
り
は
遥
に
資
料
債
値
が
高
い
の
で
あ
る
。
悔
此
の
窟
本

あ
る
ミ
云
ふ
。

を
」
の
條
下
に

「片
言
」
に
は
巻
三
「
人
倫
井
人
名
之
部
」
の
「
み
づ
か
ら
の
と

0
二
六
一

頁
九
行

八
五 の

「

（
七
六
五
）

の
間
へ
次
の
文
句
を
補
ふ
。

文
學
研
究
第
一
輯
翁
和
七
昨
）

拉
丁
文
典
」
を
参
照。

和
八
年
五
月
）
の
土
井
氏
が
論
文
「
長
崎
版
日
本
文
典
ー
、
玉
天
草
版

紙
）
よ
り
成
り
、
平
瑕
名
交
り
の
方
言
歌

へ
片
候
名
で
註
解
を
加
る
。
尚
雑
誌

「
史
梨
」

「方
言
」
第
三
俗
第
二
披

（
昭
和
八
年
二
月
）

゜

同
書
目
所
賊
（
四
六
頁
中
）
の
大
通
僻
柳
藩
錦

方
言
オ
ロ
の
意
味
」
参
照
。
八
六
頁
七
ー
九
行
へ
も
同
様。

雑
誌
「
原
理
日
本
」

月
）
所
載
の
拙
稿
「
九
州
地
方
郡
名
現
代
疲
昔
」
参
照
。

倫
「
昔
啓
の
研
究
’]

0
八
四
頁
九
ー
十
二
行

（
原
理
日
本
祉
）

第
六
巻
第
六
披
（
昭
利
五
年
六
月
）
の
故
齋
藤
吉
壱
氏
が
「
九
州

0
八
五
頁
八
行

0

0

 

悦
山
繹

「
柳
川
方
言
泣
河
沙

一
撮
」
は
岩
淵
悦
太
郎
氏
に
由
つ
て

ヘ
覆
刻
さ
れ
た

が、

是
は
後
に
厚
紙
の
表
紙
セ
附
し
た

美
涙
刊
七
紙
（
墨
付
六

（
昔
認
學
協
曾
）
第
＞
輯
（
昭
和
七
年
十

0
同
頁
六
行

長
崎
版

は

是
は
半
紙
半
折
の
袋
綴
の
表
紙
共
十
八
丁
分
の
和

琥
の

一1

一
冊
へ
所
牧
゜

年
二
月
）
•
第
五
賊
•
第
三
巻
第
一
―
―
披
（
固
八
年

――一
月
）

の
「
長
崎
版
日
葡
僻
許
に
あ
ら
は
れ
た
る
方
言
査
料
」
の
中
で
九

し
も

州
訓
ち
「
下
」
の
語
は
第
二
巻
第
二
披
•
第
五
眺
及
第
一
―
―
巻
第
五

装
で
あ
り
、

表
紙
に
は
「
都
久
志
こ
ミ
波
」
、
第
一
丁
に
営
る
始

つ
く

し

こ

と

ば

に
は
「
筑
紫
方
言
」
ミ
あ
る
。

著
者
年
代
共
に
不
明
。

0
同
頁
十一

行

0
八
六
頁
四
ー
五
行

第
一
咎
第
二
眺
•
第
二
巻
第
二
琥
（
同
七

マ
カ
ウ

長
崎
版
及
ぴ
娼
港
版

で
あ

へ
連
賊

（
三
田
史
學
合
）
第
十
二
巻
第
二
琥
（
昭



0
九
七
頁
十
二
行

頁
）

る
「
初
期
歌
舞
伎
狂
言
集
」

0
同
頁
十
四
ー
六
行

授
」

保
科
孝
一

氏
は
（
私
倍
）

「
つ
」
は
脱
し
て

ゐ
て
見
ら
れ
な
い。

「
捷
解
新
語
」
ご

（
昭
和
八
年
四
月
）
で

は

（
二
五

春
陽
堂

「日
本
戯
曲
全
集
」
第
五
十
咎
な

「新
群
書
類
従
」
第
五
の
六
五
三
頁

0
九
六
頁
六
ー
九
行

酋

謹

）

第

一
に
は

諸
國
を
め
ぐ
り
色
里

に
、
あ
そ
ぴ
ひ
な
ぴ
し
國
詞

土
佐
少
採
正
勝
が

「
博
多
総
左
術
門
色
偲

”̀
 

．ヽ’

を
志
田
義
秀
氏
は
そ
の

「
俳
文
學

の
考
察
」

（
昭
和
七
年
三
月`

（大
正
十
二
年
十
二
月
）
四
四
六
頁
上

「H
本
俳
掛
大
系
」
第
七
篇

「談
林
俳
賄
梨
」

入
船
や

0

0

0
 

い
な
さ
そ
よ
ぎ

て

妹

の

風

長
崎
に

て

扉

（
遣
隈
噂
）
の
下
冊

（
素
堂
）（
鱈

罰

竺

一

噌

笠

碑

）
が
詠
ん
だ

「肥
前
」

0
九
八
頁
十
四
行
ー
九
九
頁

一
行

9
"
d
く
ら

喜

幽

山

貪
讐

「
誹
枕
」

の
ぶ
ん
き
ら

の
部
に
見

え
る

山
口
信
章

文
學
研
究
第
二
輯
（
噸
和
七
昨
）

さ
あ
り
、

さ
あ
り、

又
（
五
真
）

g繹
誓
類
稲
呼
の
誤
を
｀

ぁ
h

、
文

學

「栖
準
口
語
法
」

に
於
け
る

こ
の
中
に
正
し
た
る
こ
と
も

0
二
六
六
頁
＋
1
-行
左

の
文
句
を
補
ふ

Q

（―
-三
七
頁
）
感
動
助
僻

「
は
」
の
用
法
参
照
。

可
き
で
あ
る
。
因
に
松
下
博
士
の

て
見
て
九
州
方
言
が
所
有
す
る
多
様
性
の

一ー
こ
し
て
記
憶
さ
れ
る

是
は

「
刷
東
べ

い
」
が
東
北
地
方
を
も
包
描
す
る
現
象
『r)
肘
比
し

0
同
頁
十
四
行

に
少
く
共
今
日
で
は
南
九
州
に
は
全
然
存
在
し
な
い
の
で
あ
る
。

「
ば
い
」
は
同
じ
く
語
届
助
辟
「
た
い
」
ミ
共

き
を
0

う
も

。
ぅ
さ
な
さ

こ
云
り

研

究

“
ん
ご
の
く
に

豊
後
國
に
は
0

,,
)
A
0

か
~
ミ
い
ふ
べ

第

五

輯

た
の
で
あ
る
ミ
言
は
れ
る
。

吉
利
支
丹
文
尿
研
曲・
こ
が

「
九
州
方
言
に
屈
す
る
も
の
」
ミ
考

へ

八
六

（七
六
六
）



九
州
方

言

の
持
異
性

國
文
廊
」
第
一
二
十
一
編
「
珍
本
全
集
」

上
巻
（
明
治
廿
八
年
四

八
七

（
七
六
七
）

さ
あ
り
｀
明
和
八
年
（
一
七
七
一
）
に
蝶
夢
（
謳
虹
翠
一
趙
琴

0

0

 

た
A

は
漁
夫
の
女
、
船
開
は
雨
乞
な
り

ミ
云
ふ
所
が
あ
る
。

さ
お
ほ
へ
た
り

が
涸
宴
の
最
中
に

る。 明
治
轡
院
）
の

か
つ
は

"

o

o
o

合
砂
着
て
さ
る
＜
ゃ
う
な
こ
、

「
さ
る
く
」

九
州
洞
特
の
語
奨
ー
こ
は
云
へ
な
い
の
で
は
あ
る
け
れ
さ
も
、

（
歩
く
）

ー

uf．
 

-p'
 

は
前
記
の
如
く
最
早

0

0

 

七
夕
を

よ
け
て
や
た

A

が

紺
蹄
り

に
於
て

頁
）
長
崎
‘
r

し
て
見
る
ご
や
は
り
巽
風
を
い
ふ
の
か
さ
解
さ
れ

次
に
近
畿
國
語
方
言
學
會
第
二
同
大
會
（
昭
利
七
年
十
月
廿
一
―
―

日
）
の
諧
派

「
滑
籾
本
ご
方
言
」
に
於
て
穎
原
退
蔵
氏
が
褒
表
さ

れ
た
資
料
中
で
吾
人
に
爛
係
あ
る
も
の
を
紹
介
補
足
す
る
。

紐
島
其
乳
（

錢

塁

隠

涵

）
が
八
文
字
屋
本

「
鑓
鯰
傾
城

色
三
味
線
」
五
巻

（疇
透

望

）
の
「
淡
之
巻
」
第
四
「
詞
に
角
の

く
ぜ

つ

た
A

ぬ
丸
山
の
口
舌
」
に
於
て
三
十
石
船

へ
乖
合
は
せ
た
男
三
人

に
は
と
り
＜

ふ

り

ひ
さ
り
が
い
へ
る
は
、

難
喰
ふ
て
酒
を
の
め
ば
雨
降
に

こ
と
ば
に
し
か

い
ゑ
る
詞
槌
に
長
崎
者

「
風
の
方
位
を
い
ふ
方
言
」

（
四
九
七

の
ひ
る

長
崎
よ
り
来
る
去
来
子
、

書
中
に
小
貧
に
て
七
夕

「
日
本
名
著
全
集
」

「
八
文
字
屋
梨
」

あ

る

何
れ
も
「
歩
行
く
」
と
改
め
ら
れ
て
あ
り
、

郵

露

第
九
巻

「
浮
世
草
子
梨
」
（
昭
和
三
年
四
月
）

八
頁
上
十
一
二
行
）
昭
和
版
「
帝
國
文
廊
」
第
一
絹

「
珍
本
全
集
」

U
二
四

前
(
-
犀
十
二
月
）
で
は
（
三
二
七
頁
十
五
行
）
何
れ
も
「

さ
る

．
 

>
」
ミ
翻
刻
さ
れ
て
あ
る
眺
は
此
の
場
合
看
過
し
難
い
。

胃
＋
哲
の
一
人
な
る
向
井
兼
時
云
来
）
（
饂
繹
蘊
三
国
民

幻
）
の
俳
句
に
九
州
地
方
的
ミ
見
ら
れ
る
語
臨
が
一

箇
存
す
る
。

此
の
人
の
甥
な
る
風
國
（予
詞
嘔
樹

）
の
採
に
な
る
「
泊
紺
集
」
六

咎
（
元
禄
十
一
年
）
の
咎
之
六
に
は
八
月
川
日
附
の

瞥
翰
中
に

や

（
昭
和
三
年
九
月
）
に
は
（

一
六
八
頁
六
行
）

月
）
や
（
五
―
―

1
0頁
十
五
行
）

「
近
代
日
本
文
學
大
系
」
第
五
巻



初
版
）
補
迫
に
は
中
國
の
方
言
ミ
記
し
、

「
改
修
言
泉
」

（
大
正

0
頁
）
肥
前
國
曲
を
採
録
さ
れ
た
が
、
自
分
に
取
っ
て
は
咎
之
四

幡
あ
た
り
に
は
在
る
事
ー
こ
な
り
、

「
言
の
泉
」

（明
治
四
十
一
年

趣
集
」

盆
昭
和
―
―
一
年
、

京
都
市
、
更
生
閣
書
店
）
に
於
て
（
二
〇

二
年
十
二
月
）
に
由
れ
ば

(1110
及
三
二
頁
）
伊
豫
其
の
他
に
も

存
す
る
事
が
姉
れ
る
し
、

更
に
是
が
「
母
」
を
意
味
す
る
時
は
、

例
へ
ば
「
物
類
稲
呼
」

巻

一
に
由
れ
ば
出
蒻
し
存
し
、
「
綱
偶
言

集
党
」
中
（
明
治
舟
二
年
初
版
）
に
は
御
所
詞
こ
し
て
の
外
に
因

•

筑
後
•
肥
前
•
肥
後
・

翌
後
・

豊
前
の
北
九
州
六
箇
國
の
國
曲

を
収
め
て
あ
る
。

其
の
六
首
に
於
け
る
所
附
西
殿

の
方
言
ミ
し
て

傍
註
あ
る
も
の
こ
可
否
は
兎
に
角
、
新
村
博
士
は
そ
の

「
異
國
枯

詠
み
入
れ
た
一
句
が
記
さ
れ
て
あ
り
、
此
の
中
で
咎
之
四
は
筑
前

代
男
」

る
は
餘
り
に
有
名
で
あ
る
が
、
三
田
村
店
魚
氏
編

「

麟

麿

一

（
昭
和
二
年
九
月
ー
同
一
一
一
年
六
月
）
の
「
春
の
三
」

（
同

ふ
は
七
月
七
日
の
事
に
ぞ
侍
り
け
る

ミ
あ
る
。

是
は
井
原
四
鶴
（認

は

三

箪

琴
虹
）
が

「
好
色
―

代
男
」
八
巻

（
天
鵡
琴
土
）
の
堡

―
-
「
袖
の
海
の
登

以
」
に
も
見
え

も
角
ミ
し
て
、

鋸
川
事
藤
屋
市
郎
右
衛
門
（
罰

戸

齢

琴

網
）
に
同
伴
し
て

喜

羞

脳

し
た
止
白
喜

晶

詈

五

鬱

警

贔

に
な
る
「西
國
年
」
七
巻
（
嘩翌
婢
）
は
巻
之
三
•
四

が
國
曲
の

部
で
あ
り
、

各
國
の
始
に
作
者
不
知
ミ
し
て
國
々
の
所
謂
方
言
を

「く
さ
」

穎
原
氏
が
同
楊
所
で
指
摘
さ
れ
た

の
で
あ
る
が、

滓

0

0

 

ヽ

こ
A

ー‘J
よ

t

,
ー

此
泌
に
て
漁
父
の

要
娘
の
事
也
°
け

「
け
ん
」
「
く
さ
」
に
は
左
の
補
足
が
あ
る
。

七
夕
を

0

0

 

よ
け
て
や
た

A

が

舟
踊

0
 1
0
0頁
四
行

「
ば
い
」
は
九
九
頁
所
載
例
が
あ
る
か
ら
兎

沖
に
出
て
、
雨
乞
の
誦
し
侍
る
さ
い
ふ

ヤ
聞
て

、
、
、

「
お
た
あ
さ
ん
」
は
是
亦
周
知
の

宵
例
で
あ
ら
う
。

0

0

 

筑
前
の
黒
崎
に
て
、
明
日
は
此
泌
り
の
た
>
さ
も

に
菊
池
窺
氏
の
「
父
蹄
る
」

（
大
正
六
年
一
月
作
）
に
頻
出
す
る

究

碑
）
が
撰
し
た
「
去
来
褒
句
梨
」
（
要
陸
腎
）
の

「
秋
」
に
は

文

學

研

第

五

輯

十
年
）
本
節
に
は
岩
城
國
福
島
の
方
言
ミ
な
つ
て
居
る
し
、
そ
れ

八
八

（七
六
八
）



爺
研
究
」

巣
林
子
の
時
代
物

「
大
識
冠
」

あ
り
か
ぜ

法
師
が
父
の
有
風
ご

共
に
原
人
に
綾
装
し
て
入
鹿
↓
を
討
た
う
ミ
そ

の
館
ょ芯
訪
れ

る
時
、
在
天
は
高
向
の
立
理
に
向
つ
て

6
 
0
 

0

0

 

ば
あ

＼

茸
け
ん
く
る
け
A
、
く
る
め
あ
め

い
た
か
り

0

0

 

（
中
略
）
あ
り
し
て
け
ん
さ
ん
は

い
ろ

云
々

ミ
胴
昔
を
用
ひ
て

ゐ
る
が、

是
は
古
賀
十
二
郎
氏
の

「
國
性

年
「
け
ん
」

九
州
方

言

の
特
異

性

（
大
正
七
年
八
月
「
長
崎
新
聞
」

掲
載
）
に
由
る

ミ
｀

八
九

0
 10

，二
頁
七
ー
九
行

前
記
の
中
山
博
士
が

「
胆
昔
十
八
考
」

は
殺
さ

れ
な
い
筈
で
あ
る
。

（七
六
九
）

ん
か
ん
き
う
、

で`

矢
張
り
非
九
州
人
の
箪
に
な
る
架
空
的
西
國
語
ミ
見
る
可
き

で
あ
る
ミ
云
ふ
。
兎
も
角
併
し
な
が
ら
自
分
の
提
唱
は
此
の
個
に

な
さ
の
御
意
見
で

は
今
日
で
は

一
笑
に
附
せ
ら
れ
て
居
る
さ
う

（可
噂
韮
）
の
第
二
に
於
て
在
天

る
二
文
獣
が
あ
る
。

で
は
筑
後
河
下
流
地
方

の
み
に
行

は
れ
る
結
果
．

月
）
に
於
て

(
-
四
ー
五
頁
及

一
九
ー
ニ
0
頁
）
架
げ
て
居
ら
れ

（
昭
和
六
年
九
月
）

の
第
三
巻

「
府
音
十
八
考
」

0
 1
0
一
頁
ニ
ー
四
行

「
長
崎
訛
り
」
な
る
も
の
を
佐
賀
方
言
の
飛
地
に
求
め
、
即
ち
是

い
さ
は
や

を
諌
卑
方
言
と
す
る
説
が
敷
年
前
行
は
れ
た
が
、
古
賀
十
二
郎
氏

「
ば
ん
」

「
た
ん
」
は
少
く
こ
も
今
日

（
同
七

た
」
な
る
文
句
が
見
え
る
。

中
山
久
四
郎
博
士
が
「
東
京
文
理
科
大
根
紀
要
」
第

も
巣
林
子
が
前
記
作
品
の
模
倣
・こ
翌

え

る

が
注
目
す
可
き
文
獣
な
の
で
あ
る
。

和
二
年
十
一
月
）
―-
三
一
頁
上

「日
木
俳
雹
大
系
」
第
十
七
篇

「篇
外」

（昭

努
頭
の
筑
前
國
曲
に
於
け
る

7
n
ソ
ト
云

C
沿`
也

さ
れ
ば
く
さ

錬
の
旅
咲
く

博
多
練

黒
崎

「
君
け
ん
来
る
け
ん
久
留
米
飴
板
」

九
右
衛
門
の

紐

羹

緊

「

國
姓
爺
咀
朝
太
平
記
」
六
巻

（遵
望
婢
）
の

二
之

咎
第

一
「
旅
人
の
仕
合
吹
付
け
た
浦
の
胆
紺
」
に
於
て
柄
棺
皇
女

が
丸
山
の
出
島
屋
砥
六
主
従
一
二
人
に
向
つ

て
弄
す
る
府
昔
の

中
に

0

0

1
 

「
君
け
ん
く
る
め
い

て
、
郎
ち
該
地
方
の

「
け
ん
」
が
記
録
さ
れ
て
あ
る
事
に
な
る。

｀
 

に
通

は
せ
た
も
の
で
あ
っ



訳
）
の

あ
ま
こ
ま
さ
は
、
あ
れ
こ
れ
さ
い
ふ
事
ぢ
や
さ

和
閑
陀
人

0
同
頁
十
五
行

だ
て
な
風
俗
納
岡
に
替
ら
ぬ
で
っ
ち
を
つ
れ
て
。
侮
日

や
う
し
う

八
つ
の
前
後
湯
に
入
る
は
。
上
方
者
共
九
州
共
。
詞
付

0
同
頁
七
行

原
本
（
七
行
八
十

一
丁
本
）
で
は
左
の
通
り

0
 1
0
五
頁
九
行

0
同
頁
十
三
行

「
日
本
諾
筆
大
成
」
巻
三

「
國
文
慇
者
一
夕
話
」

（
昭
和
七
年
七
月
｀
六
文
館
）
の
志
田
義
秀
氏
が
「
犀
外
國
八
俳

句
」
に
於
て
（
四
四
頁
）
韓
賊
紹
介
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
古
奴
十
二

は
此
の
場
合
矢
張
り
「
き
れ
も
こ
れ
も
」
ミ
云
ふ
意
に
用
ゐ
た
も

の
ミ
解
さ
れ
る
さ
う
で
あ
る
。

0
同
頁
十
五
行

橋
」
に
か
け
た
洒
落
で
あ
る
ミ
解
さ
れ
る
。
因
に
三
星
祉
の
「
黄

表
紙
傑
作
集
」

゜

（
大
正
十
五
年
六
月
初
版
）
に
は
(
-
三
八
頁

春
風
や

帆
か
け
般

み

さ

ご

ず

し

「
美
佐
古
飾
」

這

芸

）

に

録

さ

れ

て

あ

る

0
 
0
 
0
 
0
 

ア
マ
コ
マ
走
ら

穎
原
退
蔵
氏
は
「
長
橋
」
で
な
く
質
在
の

「
中

0
1
0
五
頁
六
行
ー
一
〇
六
頁
三

行

大

谷

交
敬

此
く
に
は
も
ふ
き
が
な
か

ば
し
だ

上
（
七
四
頁
）
に
も
覆
刻
。

「日
本
随
箪
大
成
」
別
巻
（
昭
和
三
年
四
月
）

月
）
に
も
裂
刻
（
七
四
一
頁
）
。

因
に
沖
縄
語
に
も

ご
ざ
ん
す
ま
じ
り
の
茶
の
あ
い
さ
つ

「
コ
マ
」
は
獨
架
を
意
味
す
る
け
れ
さ
も
、

0
-
0
三

頁

行

原

本

で

は

「

返

事
」
に
振
椴
名
無
し
。

が
ま
ぎ
ら
は
し

原
本
（
七
行
八
十
六
丁
本
）
で
は
左
の
通
り

に
到
し
て
そ
の
補
正
賽
料
こ
な
る

5
思
ふ
。

文

學

研

在
）し

（
士
由
）

（
昭
和
二
年
六

第

五

輯

ヘ
歿セ

0
 1
0
六
頁
十
二
行
原
本
に
は
一
二
行
に
互
つ
て

「
コ
マ
ー
」
な
る
判
應
慣
用
句
が
存
す
る
の
を
剖
比
す
可
し。

兒
、 郎

氏
の
御
意
見

に
由
つ
て
も
、
元
来
「
ア
マ
」
は
大
家
富
函
の
男

は
跳
刻
本
の

「
解
隠
」 九

〇

（
ニ
ニ
頁
）
ゃ

「
ア
マ
ー
」

「
ア
マ
コ
マ
」

家
梨
」

（昭
和
六
年
二
月
）
五
一
五
頁
F

「

Fl木
俳
歯
大
系
」
第
十
三
篇

「
近
世
俳
諧
名

い
ふ
て
お
こ
す
。

（
七
七

0
)



は

（
昭
和
八
年
五
月
十
一
日
）
結
果
、

0
同
頁
七
行

十
月

は

十

一
月

は
原
本
で
は
「
塊
」
さ
あ
る。

花
街
滑
稽
は
角
書
に
す
る
。
因
に

「
愧
」

輿
博
士
が
隊
箪

「
昆
謳
．
言
菓
．
國
民
性
」
に
見
え
る
(
+
・

一頁

第
二
段
）

「
へ
の
濁
り
あ
る
な
し
を
矢
釜
し
く
い
っ
た
り
し
て
」

ミ
云
ふ
文
言
は
、
偶
然
な
ら
益
々
、
自
分
に
取
っ
て
面
白
い
。

0
 1
0九
頁
五
行

0
同
頁
十
ニ
ー
四
行

0
-
―
「
頁
十
三
行

帝
殿
岡
密
館
所
蔵
原
本
を
自
分
が
検
し
た

「
嫁
」
さ
振
恨
名
が
あ
h
、

此
の
外
に
ー
|
迂叩葉
は
暫
く
措
い
て
ー
—

今
一
句

こ
ん
ね
ん

さ
と
・9

0

の
ぼ

今
年
な
砂
糖
を
、
ふ
ミ
か
甜
登
せ
申
ス

＊

ぶ

ん

が
見
え
、
何
れ
も
三
五
兵
術
の
言
菓
で
あ
る
。

少
く
と
も
一―
-

九
州
方

言

の

特

異

性

と
改
め
る
。

「
文
藝
春
秋
」
第
十

一
年
第
四
就

（
昭
和
八
年
四
月
）
の
市
河

0
 1
0
八
頁
六
ー
十
行

0
 10
七
頁
十
行

」
の

（
囁
疇
亨
）
の

原
本
も
此
の
通
り
で
あ
る
が
、
雑
誌

は

L— 

・
ば
し

「
な
が
橋
」
ミ
蒻
刻
さ
れ
て
あ
る
。

九

（
七
七

一
）

．
 

ぃ
，ー
ミ
改
め
ら
れ
て
了
つ
て
ゐ
て
問
題
に
さ
れ
て
ゐ
な
い
。

ミ
云

ふ
大
事
な
所
を

「
輪
講
」

上
絹
で
は

居
る
の
で
あ
っ
て
、
即
ち
原
本
に

能

イ
ヤ

よ
か
こ
と
が
あ
る

（五

一
頁
）

「ょ

即
ち
六
編
の
も
の
以
外
に
左
の
通
り
。

二
編

（嘩
堕

芸

）
咎
之
上
に
於
て
沼
津
の
騨
か
ら
暫
く
道
連
に
な

゜

っ
た
侍
は
「
サ
ァ
勘
定
oi
致
そ
ふ
」
位
ヤ
除
い
て
は
標
準
語
で
通

し
て
居
る
が
、
そ
の
供
は
「
ネ
イ
」

る
。
是
が
為
に
「
麟
疇
膝
栗
毛
輪
講
」

版
）
で
は
(
-
―

10
0頁
）
侍
セ
も
九
州
筋
の
勤
番
ら
し
い
ご
し
て

上
編

「
ネ
1

/
＼
」

と
答

へ
て
居

（
大
正
十
五
年
初

ゐ
る
が
、
此
の
返
事
だ
け
で
は
強
ち
西
國
獨
特
の
も
の

さ
は
言

ヘ

ま
い

し．

輪
講
に
於
て
も
（
三

0
二
頁
）
大
阪
ゃ
讃
岐
に
も
あ
る

ミ
云
ふ
説
が
見
え
て
ゐ
る
か
ら
、
此
の
主
従
二
人
を
西
國
者
ミ
は

認
の

る
に
し
て
も
方
言
の
特
徽
は
餘
り
見
え
な
い
膵
で
あ
る
。

三
編

（噂
隣

醗

）

巻

之

屯

金
谷
の
宿
を
出
て
菊
川
の
坂
に
掛
か

る
時
出
現
す
る
雲
助
の
一
人
が
僅
少
な
が
ら
九
州
言
葉
を
喚
し
て



者
が
居
合
は
せ
て
ゐ
て
療
治
す
る
が
、
都
合
五
同
口
を
き
く
の
で

時
、
弾
次
郎
が
館
に
食
ひ
付
か
れ
る
ミ
、
船
中
に
四
國
が
た
の
醤

0
-
―
四
頁
三
行
；

い
て

ク

0
同
頁
十
四
ー
五
行

高
師
直
（
上
州
）、
早
野
肋
牛

（
上
綿
）、

は

さ
い
て

し

も

っ

ゐ

二
編
（
沼
嗅
嘩
）
上
巻
で
備
前
の
下
津
井
に
船
が
か
り
し
て

ゐ

ゐ

の

西

國

語

」
参
照
。

ミ
見
え
て
一
同
宛
西
國
語
を
交
は
し
て
ゐ
る
。

年
記
念
琥
（
昭
和
八
年
五
月
）

へ
投
稿
の
拙
文
「
吾
山
・こ
一
九
•
r)

ミ
そ
し
［
向
か
ら
摺
れ
逹
ふ
大
の
男
5
の
二
人
が
何
れ
も
九
州
者

（
愛
知
縣
起
町
｀
士
俗
趣
味
枇
、
謄
粥
版
）
第
五
周

同
じ
巻
で
室
の
津
の
遊
女
屋
を
雨
人
が
素
見
し
て
居
る
時
、
藝
子
中
」
六
編
の
上
編
で
は
三
同
程
用
ひ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
雑
誌

で
、
丁
度
乗
合
は
せ
て
ゐ
た

一
人
の
西
國
侍
が

一
同
語
る
。

亦
「
物
類
稲
呼
」

に
は
録
さ
れ
て
な
い

「
た

い
」
は

「
東
海
道

し
た
の
で
、

皆
が
そ
の
死
骸
の
始
末
を
雨
八
に
肘

し
て
詰
る
所

「
ば
い
」
な
き
は
「
物
類
梱
呼
」
に
は
賊
せ
ら
れ
て
な
い

し
、
是

詭
は
盆
々
強
く
哀
書
さ
れ
る
筈
で
あ
る
。

む
ろ

)
上
巻
で
は
證
州
船
で
播
特
の
室
の
津
に
入
る

文
化
七
年

初
編

(
-
八
＿
o

時
、
弾
次
郎
、
喜
多
八
が
連
に
し
て
ゐ
た
野
州
の
充
太
平
が
頓
死

に
左
の
通
り
で
あ
る
が
、
自
分
の
主
張
す
る
「
物
類
稲
呼
」
抽
出

0
-
―
二

貞
三

行

四

は

七

で

あ

っ

て

、
卯
ち
紙
記
の
外

「ネ

1
」
と
云
ふ
が
、

文

八
編

（洛

讀

）

中

巻

．し
於
て
大
阪
新
町
の
楊
屋
な
る
国
翌
で
野

務
な
四
國
侍
が
慾
子
を
相
手
に
七
同
程
ぉ
國
訛
セ
出
し
て
ゐ
る
。

改
刻
本
で
は
九
編
怨
之
下
に
常
り
楊
屋
は
よ
し
田
屋
ミ
喪
改
。

學

研

究

第

五

輯

然
無
か

っ
た
ミ
云
ふ
の
で
は
決
し
て
な
く
｀

川
に
さ
し
か
~
る
時

、

「
物
類
稲
呼
」
巻
五
に
近
江
で
「
ね
い
」

G

七
七
二
）

あ
る
。
然
る
後
に
備
後
の
鞘
の

湊
で
西
國
侍
の
出
現
こ
な
る
。

以
上
の
外
に
倫
三
編
（
改
⑬
f
立
）
下
農
於
て
木
曾
街
道
の
高
宮

十
四
五
歳
uJ
小
郎
が

小
腰
今
て
か
ゞ
め

て

ミ
云
ひ
肥
前
で
「
な
い
」
ミ
云
ふ
ミ
あ
る
の
な
さ
は
兎
に
角
、
是

は
前
後
の
覇
係
か
ら
見
て
も
西
國
語
ご
解
さ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
必

要
は
あ
る
ま
い
と
思
ふ
。
尤
も

一
九
に
は
九
州
方
言
の

11感
が
全

「
土
の
香
」

九

頻
出
す
る
肝
要
の



九

州

方

言

の

特

異

性

稀
な
半
身
像
の
次
に
並
べ
ら
れ
て
あ
り
、
原
本
で
は
肥
州
は
廿
六

九
の
方
言
が

「
物
類
梢
呼
」
引
用
な
る
事
が
盆
々
確
め
ら
れ
る
。

0
-
―
五
頁
五
行

此
の
作
品
の
西
國
語
は
肥
前
東
北
部
及
び
筑
後
西
部
郎
ち
筑
後
河

下
流
地
方
の
も
の
ミ
見
倣
す
IIJ
き
で
あ
る
＂
自
分
は
此
の
資
料
ぞ
佗

0
同
頁
十
行

叙
に

「
定
め
て
西
國
の
言
語
」
＿
‘
-
あ
る
の

み。

〇
固
頁
十
ニ
ー
―
―
一
行
「
打
讐
如
僻
」
二
冊
は
「
新
群
書
頒
従
」

の
啓
目
に
は
躯
げ
て
な
い
が
、
共
の
叙
や
凡
例
に
表
れ
る
文
言
か

ら
察
す
る
ー
こ
此
の
作
者
は
可
な
り
方
言
に
興
味
を
有
し
て
ゐ
た
ら

し
い
。
「
日
本
文
學
講
座
」
第
九
巻
の
「
方
言
研
究
ー
、
ェ
方
言
文
學
」

年
秋
刊
行
躁
定
）
へ
梢
々
詳
し
く
紹
介
す
る
心
節
で
あ
る
。

九一

て
も
少
く
ミ
も
南
肥
前
地
方
に
は
存
す
る
様
で
あ
り
、

「
統
紫
方

0
同
頁
十
四
ー
五
行

じ

ら

い

ろ

ざ

と

一
村
の
花
柳
園
あ
り
」
云
々
ミ
あ
る
趣
向
で
あ
る
。

箭
音
、
濁
音
、
半
濁
音
｀
こ
九
州
昔
ミ
の
脳
係
問
題
は
兎
も
角
，
昔

盤
學
上
所
謂
半
有
腺
音
又
は
そ
れ
に
近
い
も
の
は
現
代
九
州
に
於

言
」
に
も
（
原
本
九

T
、
雑
誌

「
方
言
」
第

一
巻
第
三
披
六
九
ー

七

0
頁
）
指
摘
さ
れ
て
あ
ら
。
尚

「
昔
墜
の

研
究
」

第
＞
輯
（
昭

和
七
年
十
二
月
）
以
下
連
載
の
一
二
宅
武
郎
氏
が
「
濁
音
考
」
は
梢

（七
七
三
）

雑
誌
「
言
語
」

（
東
北
帝
國
大
學
言
語
梨
談
話
會
）
第
煎
輯
（
本
學
」

（
昭
和
七
年
九
月
）
の
「
序
言
」
に
見
え
る
（
二
頁
）
所
謂

0
-
―
六
頁
四
行
ー
八
頁
八
行
姉
崎
博
士
が

「
切
支
丹
宗
教
文

ヽl-
_'~ 

の

作

は

の

京

都

版

作

で

あ

る

。

因

に

こ
•
し
う
ぼ

•9

ぐ

0

原
本
で
は
「
妥
に
九
州
の
傍
示
杭
は
つ
れ

求
め
て
」
を
参
照
。

行
に
亙
つ
て
廿
八
句
｀
肥
前
は
十
八
行
に
十
五
句
が
配
さ
れ
、

琥
（
昭
利
八
年
六
月
）
の
拙
稿
「
『
訂
麟
部
通
僻
」
に
西
璽
悶

か
る
母
（
備
州
）
、

は
ら
郷
右
衝
門
（
肥
前
）
の
方
言
が
各
々
滑

（
駿
州
）
、

小
の
定
九
郎
（
肥
州
）
、

典
市
兵
衛
（
揺
州
）
、
お

お
か
る

（
奥
州
）
、

小
の
九
太
夫

（
信
州
）
、

か
ほ
よ
御
ぜ
ん

に
於
け
る
（
一
七
五
頁
、

翻
第
十
四
堡
一
八
三
頁
）
東
條
氏
の

紹
介
は
兎
も
角
、
九
州
方
言
と
し
て
會
話
に
賞
際
表
れ
て
来
ら
の

゜
は
下
冊
の
終
の
方
に
「
豊
後
」
者
が
極
め
て
特
色
の
施
い
言
葉
を

僅
か

二
同
用
ひ
て
居
る
の
み
で
あ
る
。
尚
「
方
言
」
第
三
巻
第
六



ん
が
い
」
等
を
想
ひ
合
は
せ
る
ミ
、

重
母
音

ai
は
昔
は
九
州
方

稲
呼
」
な
さ
に
示
さ
れ
る
「
あ
ん
が
い
」

（
あ
の
や
う
に
）

多
小
女
郎
波
沈
」
に
は
「
見
が
い
」

貪
心
に
）
ミ
あ
り
、

「こ

「物
類

ェ」

（動
詞
連
用
形
の
後
へ
附
い

て
目
的
を
示
す
）
な
さ
も
「
博

ネ
」
さ
も
寓
さ
れ
短
く
疲
昔
し
て
ゐ
る
が
．
同
じ
く
助
際
の
「
ゲ

0
同
頁
十
一
行

「
さ
な
へ
」
は
少
く
さ
も
現
代
九
州
で
は
「
サ

振
瑕
名
の
「
く
」
に
白
閾
を
用
ゐ
て
ゐ
る
の
に
注
意
。

0
-
―
九
頁
九
ー
十
行

2
い
つ
と
3
す
く

．

原
本
で
は
「
今
一
時
過
る
ミ
」
に
於
て

が
一
二
箇
見
え
る
。

二
）
に
は

n
a
ss
i
 ,,, 
S

を
二
箇
重
ね
て
九
州
音
を
示
し
た
も
の

る
。
因
に

T
h
u
n
b
e
r
g

の
拉
丁
文
「
日
本
語
解
説
」

（
一
七
九

0
-
―
九
頁
一
行

今
迄
の
所
唯

一
の

闊
刻
た
る
を
削
除
す

0
同
頁
十
六
行
博
多
仁
和
加
の
脚
本
集
な
ー
ご
に
も

゜

「ご
ざ
つ

ol
一
八
頁
十
一
行

々
闘
係
が
遠
い
が
設
み
合
は
す
可
ぎ
で
あ
る
。

つ
い

原
本
で
は
「
付
」
以
外
は
振
椴
名
無
し。

す
」
ミ
し
て
ゐ
る
所
が
間
々
見
え
る
。

文

學

研

究

第

五

輯

原
本
で
は
「
一
二
味
撰
」
と
誤
ま
せ
て
あ
る
筈
゜

を
し
て
居
る
貼
を
注
意
。

0
ー
ニ
―
―
―
頁
十
行

主
人

は

0
三
二
頁
六
行

言
に
於
て
も
是
等
の
語
例
に
阿
在
し
て
ゐ
た
も
の
か
、
或
は
中
央

人
の
語
感
か
ら
常
時
に
於
て
も
既
に
鹿
化
し
て
ゐ
た

ai
が
架
空

的
に
、
否
翁
お
理
論
的
に
原
形
に
再
梱
さ
れ
て
文
字
に
姿
令
竺
留
め

た
の
で
あ
る
か
、
頗
る
考
應
す
可
き
音
葬
軍
象
の
一
で
あ
ら
う
。

0
三

0
頁
二
行

0
ご
二
頁
十
三
行

0
同
頁
十
四
行

0
同
頁
九
ー
十
行

0
同
頁
十
一
行

0
同
頁
十
三
行

0
同
頁
十
四
行

0
同
頁
五
行

原
本
で
は
「
堂
人
」
の
振
恨
名
無
し
。

ヽ

｀

が

ん

ゑ

原
本
で
は
「
貴
顔
の
得
」
さ
振
瑕
名
あ
り
。

原
本
で
は
「
板
へ
水
の
流
」
ミ
振
瑕
名
。

原
本
で
は

「
ゆ
へ
」

原
本
で
は
「
じ
ゃ
る
」

riJ候

の
事
で
あ
る
。

に
は
な
し
の
ら
•
9

だ

原
本
で
は

「
尾
花
志
忠
太
」

じ
ゃ；＇

原
本
で
は
「
條
」

0
―
二
四
頁
一
ー
四
行

此
の
侍
は
又
「
ナ
イ
／
＼
」
ミ
も
返
事

原
本
で
は

「
待
申
」
に
振
個
名
は
な
い
。

九
四

（七
七
四
[)



九

州

方

言

の

持

異

性

日
本
文
根
令
組
」
第
十
編
所
収
）

界
」
掲
載
、
博
文
館
「
二
葉
亭
全
集
」
第
一二
巻
、
改
造
祉
「
現
代

翻
認
物
に
九
州
語
を
採
用
し

「
四
人
共
産
囲
」

（
明
治
三
十
七
年
二
月
、

「
現
代
日
本
文
學
全
集
」
第
二
館

雑
誌
「
文
藝

な
さ
は
わ
ざ
ミ
省
略
し
た
。

0
七
一

頁
十
ー
一
行
長
谷
川
辰
之
助
（
二
態
篇
迷
）
（
翫
麟
芦

ご
一

5
5讐
庭
）
の
而
も
十
年
前
曾
諒
の
作
品
に
九
州
緋
が
盛
ら

れ
て
あ
る
事
を
守
屋
長
氏
に
敬
へ
ら
れ
た
の
は
嬉
し
か
っ
た
。

．．
 J"-

h"＂ 

九
五 第

十
咎
所
収
）

0
七
二
頁
六
ー
七
行

「
黒
い
眼
ミ
茶
色
の
目
」

次
セ
補
ふ
。

「
共

（
大
正
三
年
十
二
月
初
版
、
新
潮

昭
和
縮
少
版
は
第
三
巻
で
あ
る
。

意
味
に
於
て
前
記
の
文
屎
者
ミ
好
劉
照
を
な
す
筈
で
あ
る
。

-
f
)
 

じ
て
「
五
」
ミ
「
十
一
」
ミ
に
顔
を
出
し
て
ゐ
る
の
は
、
種
々
な

文
學
研
究
第
三
輯
疇
和
八
眸
）

0
七
0
頁
一
行
同
「
明
治
大
正
文
根
全
集
」
第
一二
巻
．
改
造
社

一
巻
所
牧
）

勿
論
梢
々
標
準
語
化
し
て
は
ゐ
る
が
多
々
良
三
平

年
八
月
、
雑
誌

「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」

掲
載
、
岩
波
「
漱
石
全
集
」
第

ミ
も
云
ふ
可
ぎ
佐
賀
市
は
鍋
島
侯
爵
別
邸
内
の
内
廊
所
に
目
下
保

も
自
箪
初
稿
本
は
不
明
で
あ
る
が
、
咀
も
角
稿
本
は
殆
さ
不
可
侵

0
―
二
八
頁
十
―
―
―
行

「
伊
勢
道
中
不
案
内
記
」
ミ
同
じ
く
何
れ

管
さ
れ
て
あ
る
の
で
あ
る
。

た
趣
向
も
眼
先
が
甕
つ
て
ゐ
て
敢
て
常
時
と
言
は
ず
一
寸
例
が
あ

も
推
さ
れ
る
。

0
同
頁
十
一

1

四
行

「
吾
輩
は
猫
で
あ
る
」

0
同
頁
十
五
行

「證
化
令
拍
」

E
P
L
O
G
U
E
 

（
明
治
三
十
八
年
一
月
ー
同
三
十
九

の
所
謂
胆
津
訛
り
こ
さ
れ
て
ゐ
る
典
型
的
九
州
方
言
が
全
篇
を
通

協
志
祉
」

ミ
を
除
く
全
章
に
亙
つ
て
僅
か
宛
肥
後
の
言
策
が

c
七
七
五
）

次
の
資
料
を
挿
入
す
る
。

（
五
七
ー
八
頁
）
参
照
。

ぎ
出
さ
れ
て
居
り
、
原
文
の
妙
味
4

ヱ
巧
に
寃
し
得
た
ら
し
い
手
腕

（
昭
和
八
年
一
月
）
の
尾
崎
久
禰
氏
が
「
日
本
郷
土
文
學
櫛
論
」

る
ま
い
が
、

全
篇
に
活
躍
す
る
キ
ル
ヂ
ャ
ー
ガ
の
風
姿
は
よ
く
描

0
―
二
五
頁
六
ー
八
行

「
國
母
院
維
誌
」
第
三
十
九
巻
第

一
眺



掲
載
、
全
北
第
七
巻
所
牧
）

「
狐
か
人
か
」

巻
所
牧
）

小
年
小
説
で
あ
る
。

（
大
正
四
年
十
二
月
、
雑
誌
「
日
本
少
年
」

典
型
的
日
向
方
言
の
見
え
る
小
品
。 「

牧
水
令
集
」
第
六

父
ミ
の
狗
話
中
ー
に

り
。
全
集
第
六
巻
は
閉
箪
•
小
品
今
で
、
第
七
咎
は
更
に
小
説←
竺所

「
古
い
村
」

（
明
治
四
十
年
六
月
、
雑
誌
「
新
潮
」
掲
載
、

自
分
が
長
崎
闘
瞥
舘
で
検
し
た
結
果
、
日
向
方
言
賓
料
は
左
の
通

「
こ
ん
さ
の
旅
」

言
三
鮫
笑

）
が
そ
の
故
郷
の

日
向
方
言
を
交

へ
た
散
文
ヤ
補
正
出
来
な
か

生歿っ
た
ら
故
人
に
甜
し
て
頗
る
證

1

臼
欧
く
所
で
あ

っ
た
。
指
摘
年
11
尾

僅
少
な
方
言。

「霊
の
お
も
ひ
出
」

父
の
言
薬
。

「
姉
へ
の
手
紙
」

「
金
比
羅
参
り
」

（
大
正
十
三
年
、
全
机
第
五
巻
所
牧
）

「
鮎
釣
に
過
し
た
夏
休
み
」

尚
左
記
も
見
落
せ
な
い
さ
思
ふ
。

（
同
右
）

「
山
の

焚
死
人
」

（
明
治
四
十
五
年
、

所
牧
）

幼
時
の
思
ひ
出
を
綴
つ
た
小
品
。

父
を
描
く
小
品
。

語
あ
る
小
説
。

（
大
正
十
四
年
十
月
以
降
、
全
梨
第
七
巻

改
造
祉
「
牧
水
全
集
」
第
七
巻
所
牧
）

U

同
右
）

祗
母
の
言
薬
。

牧゚

「
故
郷
の
正
月
」
（
大
正
十
三
年
以
後
、
全
梨
第
七
巻
所
牧
）

（
同
右
）

幼
時
聞
い
た
父
の
詞
。

崎
久
弾
氏
及
び
調
査
者
大
田
榮
太
郎
氏
に
謝
意
を
表
す
る
。
更
に

「
秋
草
の
原
」
（
大
正
九
年
八
月
以
降
、
全
狛
第
六
巻
所
牧
）

全
梨
第
七
咎
所
牧
）

語
尾
に

「
ば
い
」
の
見
え
る
小
説
。

「
老
人
」

（
大
正
九
年
一
月
、
雑
誌
「
背
年
改
造
」
掲
載
、

0
七
一
二
頁
五
ー
六
行

若
山
繁
（
牧
水
）

所
牧
）

某
短
歌
雑
誌
に
出
た
も
の
で
、
土
俗
的
な
語
幽
小
許
。

用
ゐ
て
あ
る
。

0
同
頁
八
行

ル
ビ
は
え
の
た
け

（
大
正
七
年
五
ー
九
月
、

全
梨
第
六
巻

「
私
と
洒
」
大
正
五
年
初
秋
、
全
梨
第
六
巻
所
牧
）

文

學

研

究

第
五
輯

「
お
も
ひ
で
の
記
」

九
六

c
七
七
六
)



底
の
十
月
の
年
中
行
事
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。

九
七

秋
全
集
」
第
十
八
巻
所
収
）

會
講
談
祉

「
佐
々
木
邦
全
集
」
第
十
巻
所
収
）

誌

「
主
婦
の
友
」
掲
載
、
大
正
十
二
年
一
月
窄
行
、
大
日
本
雄
紺

0
同
貞
八
行

左
の
二
篇
を
記
し
て
罹
か
う
。

「
ぐ
う
た
ら
逍
中
記
」

（
大
正
十
一
年
一
月
ー
十
二
月
、
雑

0
同
頁
七
行

「
白
秋
全
集
」
第
八
巻
に
所
収
さ
れ
た
。

四
つ
た
の
で
あ
る
さ
う
で
仲
々
巧
な
も
の
で
あ
る

J

ら
存
す
る
。

は
、
著
者
自
身
が
旅
行
先
で
寓
し
た
も
の

を
後
か
ら
土
八
に
見
て

牧
）

此
の
中
の
「
S
紐
合
の
白
痴
」

の
「
隣
人」

に
僅
か
な
が

の
抄
出
で
知
つ
た
佐
々
木
邦
氏
の
九
州
各
地
の
方
言

年
七
月
増
補
改
幽

「
雪
ー
こ
花
火
」
、

「お
話
。
日
本
の
蛮
訛
」（
大
正
十
―
―
―
年
十
二
月
初
版
、
「
白

わ
い
ざ
ャ
・9
n
い
さ
つ

そ
の
「
愛
姻
挨
拶
」
は
柳
河
の
紺

九
州
方

言

の
特
異

性

年
三
月
）

（七
七
七
）

全
十
四
同
中
、

第

一
同
に
は
熊
本
の
「
お
て
も
や
ん
」
節
採
録
、
第
十
二
同
に
は

「
白
秋
全
集
」
第
二
谷
所

雑
誌

「
土
の
香
」
第
九
巻
第

一
眺

（
昭
和
八

0
七
四
頁

一
ー
ニ
行

改

「
東
京
景
物
詩

及
其
他
」

0
同
頁
七
ー
八
行

0
七
三
頁
九
行

「
解
説
」

」`

改

は

（
昭
和
―
＿
年
、

「
九
州
め
ぐ
り
の
追
憶
」

（大
正
二
年
七
月
初
版
、

大
正
五

0
七
七
頁

一
行

東
京
毎
夕

は

毎
夕
祉

左
の
作
品
を
補
ひ
度
い
。

0
七
六
頁
四
行

の

を
除
く。

」、

新
潮
祉

「
白
秋
詩
歌
選
」．

の
佐
賀
糾

（
宜
は
胴
律
絣
）
が
数
十
同
窟
さ
れ
て
あ
る
。

樺
太
の
植
物
を
組
名
に
し
た
此
の
紀
行
文
に
は
主
さ
し
て

y
君

全
集
第
十
巻
所
収
）

漱
石
の

集
」
第
十
五
巻
，
改
造
祉
「
新
選
北
原
白
秋
集
散
文
篇
」
所
牧
）

（
同
右
）

母
の
言
菓
゜

「
我
瑚
は
猫
で
あ
る
」
の
多
々
良
三
平
の
九
州
緋
を
引
川
語
秤
。

0
七
五
頁
十
五
行

明
治
四
十
五
年
七
月

従
兄
の
言
に
「
行
含
ま
つ
し
う
」

f

こ
だ
け
見
え
る
紀
行
文
。

二
月
、
雑
誌

「
女
性
」
掲
載
、
昭
和
三
年
二
月
初
版
、

「
白
秋
全

「
フ
ピ
プ
・
ト
リ
ップ

」
大
正
十
四
年
十
二
月
ー
昭
和
二
年



0
同
頁
四
行

仔

は

係

逍
稿
「
肥
後
語
原
考
」
は
新
容
料
で
あ
る
。

一
原
田
東
洲

「博
多
仁
和
加
」

第
笠
編

八
四
頁
十
四
—
五
行
へ
左
の
如
く
改
め
て
挿
入

是
を
所
牧
し
た

春
陽
堂

「
日
本
小
説
文
庫
」

（
昭
和
八
年
五
月
）
に
も
見
え
る

（二
頁
）
祖
父
君
な
る
椋
籾
の

ミ
云
ふ
博
多
偶
諺
の
虹
偽
は
確
め
る
暇
が
無
か
っ
た
。

さ
れ
た
。

ニ
四

ヽ
姦
‘
]
心
溶
趨
aミ、ミ`

i
e
ミ

同
名
の
創
作

9

忽
昭
和
七
年
十
ー
十
二
月
の
「
週
刊
朝
日
」
へ
連
載

0
七
九
頁

一
行

長
田
幹
疹
氏
も
本
格
的
な
肥
後
言
菓
を
用
ゐ

て

の
熊
本
緋
が

一
同
見
え
る
上
に
、
人
吉
泌
か
ら
の
車
中
に
於
て
極

少
の
鹿
児
島
訛
を
交
へ
た
普
通
語
が
四
同
許
存
す
る
。

5
9ら

y

厳
木
村
大
字
岩
屋

0
七
八
頁
二
行

岩
屋
村

は

が
四
同
、

の
語
泣
が
論
は
れ
て
ゐ
る
の

み
で
あ
り
、
第
十
四
同
で

は
熊
本
で

圃
多
で
車
夫
が
博
多
緋
を
冗
同
ミ
佐
賀
で
車
夫
が
「
な
い
」
を
一

1

1

よ
し

同
こ
そ
し
て
宿
の
女
中
の
お
芳
が
佐
賀
捻
を
十
三
同
程
、
第
十
三

同
で
は
開
津
で
車
夫
が
標
準
語
の
外
に
府
津
鯰
を
万
同
程
ミ
長
崎

で
蜀
山
人
の
例
の
方
言
歌
「
長
崎
の

山」

云
々

が
見
え
他
に
二
三

方
言
歌
ー
こ
下
男
の
徳
さ
ん
の
方
言
が
三
同
、
往
来
の
展
生
の
方
言

「
お
て
も
や
ん
」
が
説
明
さ
れ
て
あ
る
し、

町
罰
子
女

文

學

研

究

第

五

輯

0
八
0
頁
十
一
行

が
，
此
の

船
合
は
本
州
東
部
方
言
の
語
尾
こ

の
混
同
で
あ
ら
う。

因
に
是
は
「
他
謡
北
拾
辿
」

か
ら
（
一
二
四
七
頁
上
）
の
轄
載
。

は
ふ
り

祝
部
至
善
氏
及
び
そ
の

弓
友
な
る
故
柴

田
箭
蔵
（
條
造
）
が
合
作
し
て
批
に
出
し
た
の
で
あ
っ
て
｀
不
慌

0

0

 

裁
に
掛
け
た
将
喘
齋
祓
天
は
祝
部
氏
の
命
名
に
由
る
と
云
ふ
。

0
八
七
頁
十
二
行

0
八
八
頁
五
行

サ
ン

サ
ム
氏
が

「長
崎
地
方
方
言
慣
習
考
」
に
見
え
ろ
（
九
四
頁
）

6c
^
B
、i.
;
fo
i.8
ぎ

o
f
o
t
思
ぷ
‘‘ie
z
.
i

、i.
|
È
AII
裟
a
、20

0
同
質
九
行

明
治
一1

一
十
五

（
一
九

―
-
、
明
治
四
十
四
年
）
第
一
―
一
部
掲
載
の
ヂ
ー

ビ
ー

0
九
0
頁
六
ー
八
行

「日
本
亜
細
亜
協
會
曾
報
」
第
三
十
八
巻

謎
々
は
方
言
賽
料
―
こ
し
て
博
多
の
一
名
物
。

前
例
が
あ
る
の

で
あ
る
。

0
八
Ji
頁
十

一
ー
ニ
行 尤

も
時
に
有
啓
音

で
褒
す
る
地
方
も
あ
る

九
八

（
七
七
八
）



りヽ

九
州
方

言

の
特
異
性

年一一一月

胡
一
郎
氏
を
以
て
し
た
本
普
は
印
本
一
こ
し
て
上
梓
さ
れ
た
脚
本
集

で
は
最
初
の
物

f

こ
し
て
記
憶
す
可
き
で
あ
り
、
題
ーこ
序
二
頁
宛
の

次
に
編
者
の
「
は
し
が
き
」
四
頁
が
あ
っ
て
筒
喉
に
博
多
二
和
加

れ
、
次
に
目
次
一

頁
、
其
の
裏
に
は
上
欄
外
に
右
か
ら
始
ま
る
横

瞥
の

「約
腎
淀
っ
博
多
言
薬
斎
怨
ょ
」
な
る
胎
下
に
樅
書
で
＾
符
十

三
頁
）

明
さ
れ
て
あ
る
。

・
ら
り

「
金
比
羅
詣
」
（
四
一
ニ
ー
六
一

頁
）

マ、

「
風
訟
試
し
親
子
の
再
會
」

（百
二
十
頁
）

各
俄
師
の
組
合
の
作
で
あ
る
事
は
他
の
大
部
分
の
脚
本
組
と
喪
ら

る
同
じ
く
博
多
俄
師
な
る
生
田
梱
次
郎
（
徳
兵
衛
）
氏
の
博
多
耕

主
嬰
記
事
は
兎
も
角
｀

吾
人
に
取
っ
て
は
巻
頭
の

一
頁
分
に
見
え

k
じ
1
,

＂

・

ーー

4
-ぃ’一ー
ー

,
u
,
u
 

1
.1
 

（
七
七
九
）

四
六
判
本
文
―
二
六
頁
）
は
敷
多
く
の
岱
頭
寓
蹂
や

や
く
會
祉
」

（
．一
七
ニ
ー
ニ

O
i
頁
）
の
五
篇
か
ら
な
り
何
れ
も
郷
土
藝
術
年
中
行
事
」

（
昭
租
六
年
四
月

「
月

（
ペ
ン

梅
）
氏
が
そ
の
遠
唐
自
祝
の
記
念
に
著
は
さ
れ
た
「
捕
多

（
六
ニ
ー

看
板
業
を
本
職
こ
す
る
博
多
ッ
兒
の
平
川
梅
吉

本
文
は

「
長
命
の
種
蒔
」 本

文
二

0
一
頁

こ
ー
四
二
頁
）

「
要
認
曰
機
」

（
―
二
四
ー
七
一

頁）

な
い
が
、
用
語
に
は
大
分
注
意
を
惹
く
も
の
が
見
ら
れ
る
様
で
あ

0

0

 

「
ご

ざ

ッ

す

」

は

兎

も

角

「
ま
ッ
す
る
」

0
同
頁
十一

行

博
多
演
技
倶
楽
部

四
箇
に
由
り
匿
切
ら
れ
る
方
言
が

（
）
内
の
椋
準
語
を
以
て
説

0
同
頁
十
行

氏
で
あ
る
。

此
の
脚
本
作
者
は
川
丈
座
経
管
者
な
る
長
尾
丈
七

の
「
例
言
」
に
由
つ
て
も
確
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

て
、
此
の
事
は
内
野
氏
の
「
新
編
博
多
仁
和
加
」

二
頁
に
営
る
）
に
あ
る
第
訳
編
は
痰
刊
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
っ

（
大
正
十
年）

の
由
来
を
叙
べ
て
あ
る
。

紺
い
て
木
版
彩
色
の
紹
紺
二
頁
が
挟
ま

れ
な
い
査
料
と
し
て
見
る
時
面
白
く
な
つ
て
来
る
。
躁
告
（
二
百

熊
本
市
出
生
の
原
田
平
八
（
東
洲
）
が
奥
付
の
名
に
彼
の
長
子

蹂
海
書
店

絶

版

袖

珍

型

る
所
謂
博
多
又
は
輻
岡
の
言
確
に
交
つ
て
豊
前
生
れ
の
易
者
な

る

か
み

若
狭
の
守
が
十
三
同
程
語
る
（
四
十
七
ー
五
十
一
二
頁
）
方
言
は
九

州
語
こ
し
て

は
特
色
が
難
い
代
り
に
却
て
文
猷
上
で
は
仲
々
得
ら

（
六
十
一

頁
）
は
無
視
出
来
ま
い
し
、

共
の

他
幾
多
純
粋
な
ら
ざ



代
に
始
ま
っ
た
の
で
あ
り
軍
陣
の
暇
に
為
す
事
も
無
き
徒
然
の
除

0
九
二
頁
一
ー
一
二
行

手
し
た
衰
料
に
山
つ
て
少
く
共
次
の
補
足
を
す
る
必
要
が
あ
る
。

抑
々
肥
後
米
ミ
共
に
有
名
な
る
國
俳
•
狂
句
郎
ち
一
に
肥
後
俳

ミ
合
稲
さ
れ
る
も
の
は
、
或
は
今
よ
り
三
百
除
年
前
加
籐
餅
正
時

由
緒
あ
る
肥
後
狂
句
に
就
て
は
其
の
後
入

ゐ
る
の
は
頗
る
傾
聰
す
可
＜
廣
く
紹
介
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ち
落
首
、
拇
多
氣
府
の

四
つ
が
腹
合
し
た
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
て

あ
り
要
す
る
に
博
多
仁
和
加
は
悪
口
祭
、
盆
踊
、
浪
人
の
寸
評
帥

れ
た
後
で
（
九
ー

一
0
頁
）
此
の
種
の
土
俗
を
他
郷
に
求
め
て
比

較
考
察
し
て
見
る
ミ
奥
州
熙
鼈
の
「
ざ
つ
さ
な
ー
」
、

栃
木
縣
南

部
の
「
談
儀
」
、
島
根
縣
邑
智
郡
の
「
託
舞
」

、
四
国
高
地
に
近

い
村
の

「
な
ば
れ
八
幡
」
ミ

共
に
所
謂
悪
口
祭
に
脱
す
る
も
の

で

つ
て
、
特
に
論
文
に
於
て
博
多
仁
和
加
の
由
来
や
校
様
セ
説
明
さ

一
五
頁
）

「
無
根
の
女
」

（
三
六
ー
五
五
頁

ご

一
節
が
必
要
で
あ

加
」

（一

ー

一
0
頁
）
及
び
脚
本

「
不
張
氣
挽
同
鉗
」

も
て
せ
る
「
口
上
」

や
本
文
所
収
の
平
川
氏
の
論
文

「
憔
多
仁
和

文

熙

研

究

第

五

輯

ご
―

|

肥
後
俳
の
起
源
で
あ
ら
う
さ
さ
れ
て
ゐ
る
。
今
ご
説
の
細
川
氏
時

徒
然
の
餘
h
肥
後
言
業
を
弄
し
て
歌-を
作
り
出
し
た
の
が
今
日
げ

或
は
是
を
校
倣
し
た
の
か
も
姉
れ
な
い
。
そ
し
て
起
源
に
瀾
す
る

起
つ
た
の
ご
略
ぼ
同
一
様
な
軌
道
を
踏
む
だ
も
の
で
あ
ら
う
が
、

語
ら
れ
る
。
兎
も
角
肥
後
俳
は
俳
諧
か
ら
登
生
し
た
も
の
で
あ
る

（
七
八
0
)

と
言
は
れ
、
或
は
細
川
氏
入
國
以
後
に
起
り
幽
齋
や
三
齋
な
さ
の

名
君
が
下
梢
に
迎
じ
る
為
に
工
夫
さ
れ
た
も
の
だ
ミ
他
へ
ら
れ
、

或
は
江
戸
の
川
柳
ご
前
後
し
て
天
明
頃
に
起
つ
た
も
の
ら
し
い
ミ

事
は
疑
無
く
そ
の
起
源
は
戦
國
の
末
に
あ
り
｀
狂
句
の
前
句
附
の

前
―
―
一
説
中
で
第

一
説
の
加
脆
猜
正
が
陣
中
の
浦
閑
に
始
め
た
ミ
云

ふ
の
が
最
も
巽
に
近
い
ら
し
く
，
荷
正
が
肥
後
國
を
領
す
る
に
は

本
来
の
豪
族
逹
を
平
定
し
た
後
で
も
残
磁
が
関
分
多
く
従
つ
て
城

と
の

4

中
に
於
て
も
宿
直
の
家
臣
等
は
な
か
／
＼
厳
犯
で
居
眠
も
川
来
ず

代
に
創
っ
た
ご
云
ふ
説
は
強
ち
誤
で

は
な
い
け
れ
さ
も
細
川
氏
以

前
に
在
っ
た
ミ
云
ふ
證
採
は
、
箭
祀
の
嗣
子
の
忠
廣
が
徳
川
氏
の

り
肥
後
方
言
を
以
て
俳
句
を
試
み
消
閑
の
具
ミ
さ
れ
た
の
で
あ
る

10
0
 



ミ
共
に
二
種
の
甑
別
を
生
じ
た
ら
し
い
。
痰
生
時
代
よ
り
久
し
か

ら
ず
し
て
「
猷
j

ミ

「餌
」
郎
ち
彫
犀
‘{mInJ
ミ
の
二
種
に
分
れ

0

0
 

た
。
何
れ
も
本
俳
の
句
の

や
う
に
切
字
さ
云
ふ
も
の
が
な
く
、
四

0

ん

季
の
有
舞
姦
6

め
な
い
代
り
に
「
冠
り
」
が
あ
る
。
國
俳
の
方
は

ば

れ

五
七
五
調
で
賂
へ
る
の
で
あ
る
が

｀
狂
句
の
方
は
十
八
字
で
も
廿

字
で
も
甚
し
き
に
至
つ
て
は
三
十
字
以
上
に
互
る
も
の
さ
へ
存
す

九

州

方

言

の
特

異

性

肥
後
俳
な
る
も
の
は
細
川
氏
人
國
に
由
つ
て
其
形
式
を
全
す
る

1
0
 

G

七
八
一
）

て
是
は
國
俳
の
芭
係
翁
の
地
位
を
占
め
る
の

で
あ
る
。
此
の
人
は

以
後
の
人
ミ
考
へ
ら
れ
る
百
兒
（
又
は
百
爾
）
な
る
者
が
最
古
の

肥
後
俳
の
猿
逹
に
刷
し
て
は
以
後
の
事
は
不
明
で
あ
る
。
天
明

に
他
は
天
明
の
川
柳
に
依
て

一
府
味
方
を
得
た
の
で
あ
る
。

雅
俗
は
離
れ
る
様
に
な
り
、

一
は
俳
諧
に
か
ぷ
れ
て
来
る
ミ
同
時

へ
て
行
っ
た
が
彼
等
の
間
に
肥
後
俳
な
る
も
の
が
流
行
す
る
事

r

）ヽ

り
入
要
で
あ
っ
た
。

9
J
C
.
 

錨
の
啓
、
小
便
し
き
つ

て
詠
ヘ
ミ
る

ャ

時
も
時
、
咳
の
き
ァ
出
た
氣
の
謡

の
如
く
で
あ
る
。
此
の
二
種
の
褒
生
前
後
に
就
て
は
よ
h
肥
後
的

ば

れ

な
る
狂
句
の

方
が
早
い
ら
し
い
。
細
川
氏
入
國
以
後
多
少
雅
言
の

調
租
を
計
つ
て
今
日
の
品
ー
こ
俗
ミ
の
混
合
物
が
出
来
た
が
次
第
に

黙
者
で
あ
り
、
共
の
門
下
か
ら
は
友
蛾
が
出
た
。

是
等
を
肥
後
俳

つゞ

3
r
す

と

の
中
典
さ
云
ふ
。
共
の
後
に
本
名
を
綬
抑
索
人
ミ
呼
ぶ
曲
浦
が
出

く
新
領
土
で
は
あ
り
宿
直
の
夜
詰
は
厳
し
く
行
は
れ
目
党
は
矢
張

齋
も
有
数
な
る
歌
人
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
箭
正
時
代
と
同
'
)

備
へ
る
に
到
っ
た
の
は
是
亦
否
定
出
来
な
い
の
で
あ
り
、
幽
齋
も

の
で
あ
る
。
併
し
細
川
氏
入
國
以
後
に
肥
後
俳
が
兎
も
角
形
式
を

て
即
ち
細
川
氏
以
前
に
肥
後
俳
の
存
在
し
て
ゐ
た
事
が
推
さ
れ
る

ば

れ狂
句
の
句
は

な
り
．
全
捌
で
此
の
俳
句
を
有
す
る
の
は
肥
後
と
庄
内
ミ
で
あ
っ

か

た

き

』

さ

そ

側
へ
聞
、
誘
は
ぬ
友
も
貝
の
浦

侶
に
封
を
没
牧
さ
れ
て
出
務

の
庄
内
に
移
さ
れ
多
少
の
家
臣
を
従

ひ

ん

る
。
＾
1

ー
ニ
例
を
示
せ
ば
國
俳
の
句
はふ

ぶ
ヽ

．
 

灌
平
ら
、
駒
の
櫻
に
付
く
吹
雪



さ
し
て
有
名
な
の
は
今
日
存
せ
ず
皆
自
稲
宗
匠
の
み
で
あ
る
。

ひ

ん

肥
後
俳
の
流
行
範
囮
に
就
て
は
｀
國
俳
は
肥
後
全
憫
に
拙
つ
て

”h 

居
る
が
狂
句
は
元
来
熊
本
の
町
に
限
ら
れ
て
居
り
而
も
新
町
口
調

ミ
古
町
口
調
―
こ
が
あ
る
位
で
あ
る
が
、
此
の
頃
は
狂
句
も
各
地
方

で
流
行
し
出
し
た
。

狂
句
に
は
車
付
｀
こ
て
一
句
の
立
句
の
結
び
の
五
字
を
次
の
「
冠

I
L
 

り
」
さ
し
て
一
句
を
絞
け
て
そ
の
手
順
を
繰
返
す
も
の
が
あ
り
、

ぁ
は
し

t

淡
島
付
さ
て
極
め
て
淫
猥
な
句
を
用
ゐ
る
も
の
が
あ
る
。

u
ん

ば

れ

ば

れ

ひ

ん

國
俳
を
や
る
者
は
狂
句
↓
盆
卑
み
、
狂
句
を
や
る
も
の
は
國
俳
を

及
ば
ず
ー
こ
し
て
宗
ろ
排
斥
す
る
。
併
し
國
俳
の
用
語
は
肥
後
言
葉

で
も
な
く
又
純
然
た
る
雅
言
で
も
な
く
、
調
は
融
和
せ
す
想
は
没

風
流
、

文
字
の
省
略
や
語
格
の
不
法
が
甚
だ
し
い
。
か
く
て
狂
句
．

こ
そ
肥
後
の
平
民
文
學
さ
す
可
き
で
あ
る
事
を
忘
れ
て
は
な
ら
な

俗
而
非
俗
、
雅
而
非
雅
、
肥
之
國
風
是
也

云
々
と
瞥
い
て
あ
る
事
が
分
る
が
、

中
山
氏
に
由
る
さ
國
俳
の
み

り
其
の
序
文
に
は
拙
巣
な
る
僧
が

第
五
輯

ひ

ん

ば

れ

曲
亭
馬
琴
を
描
拝
し
た
結
果
風
梢
上
か
ら
も
品
を
重
ん
じ
て
狂
↓
で

卑
し
み
、
此
の
泌
か
ら
品
と
狂
．
こ
は
勘
者
を
奥
に
す
る
に
至
り
、

G
3八
二
）

ぃ
。
狂
句
は
第
一
に
好
笑
の
方
面
に
想
を
構
へ
、
第
二
に
語
の
短

縮
を
巧
妙
に
行
ひ
、
第
三
に
擬
人
法
を
姫
に
用
ふ
る
所
に
そ
の
債

新
聞
」
に
於
て
も
明
治
三
十
五
年
か
ら
掲
賊
さ
れ
た
。
＂
平
行
本
と

是
は
「
二
」
に
（
三
一

頁
）
僅
か
に
紹
介
さ
れ
て
あ
る
に
過
ぎ

ず
即
ち
臥
雲
は
出
雲
爺
れ
で
久
し
く
熊
本
に
住
む
で
居
た
僧
で
あ

臥
雲

「
肥
後
俳
句
北
」

明
治
十
四
年
絡
版

れ
も
熊
本
市
内
痰
行
で
あ
る
。

し
て
は
次
に
羅
列
す
る
も
の
を
追
加
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
何

肥
後
國
俳
披
函
」
が
連
載
さ
れ
以
後
何
同
も
募
媒
さ
れ、

平
二
年
八
月
十
五
日
か
ら
池
田
信
止
撰
-
こ
し
て
「
第

一
同
募
集

て
印
行
さ
れ
た
物
を
求
め
る
ご
‘

さ
て
肥
後
俳
の
文
献
に
就
て
は
短
冊
ゃ
稿
本
の
類
は
暫
く
措
い

品
の
貼
者
は
多
く
曲
油
の
流
を
汲
ん
で
今
日
に
及
ぷ
が
狂
の
閥
者

値
が
在
す
る
の
で
あ
る
，

文

熙

研

， 
）し

1
0
 

「
九
州

「
九
州
日
々
新
聞
」
に
は
明
治



• 

九

州

方

言

の

特

異

性

四

松

本

奇

妙

「肥
後
狂
句
狂
歌
集
」

明
治
四
十
年
四

句
以
上
を
拾
録
し
、
尤
も
痰
行
部
敷
は

一
千
部
で
あ
っ
た
。

1
0三

G

七
八
三
）

語
に
似
て
居
り
従
つ
て
肥
後
の
河
蛮
退
治
物
語
ー
こ
も
刷
係
が
つ
い

そ
の
除
話
に
山
を
‘)、

羅
生
門
他
説
は
英
國
の
ペ
ィ
オ
ウ
ル
フ
物

中
山
氏
の
手
許
に
も
亡
失
し
て
了
つ
て
居
る
が
、

豫
定
は

一
千

九

州

日

々

新

聞

絶

版

袖

珍

型

百

頁
内
外

0
 10
二
頁
八
—
九
行

島
津
久
基
氏
の
「
羅
生
門
の
鬼
」

（昭

中
山
殴
山

「
肥
後
狂
句
集
」

明
治
一

1

一十
六
年
五
月

0
周
頁
十
六
行

た

は

ら
成
る
。

き
、
十
行

の

妓

等

は

妓

共

等

で
あ
る
。

ぴ
「
肥
後
狂
句
梨
」

つ
て
正
し
か
ら
ざ
る
句
廠
脳
に
な

つ
て
ゐ
る
が
九
行
の
ル
ビ
は
除

0
同
頁
七
—
+
―
行
原
文
に
は

平
瑕
名
の
ル
ビ
が
あ
り
、
又
却

中
村
鋸
華
・

絶
版

袖
珍
型

「
肥
後
俳
句
」

を
所
牧
し
た
小
冊
子
で
あ
つ
て
常
時
久
IE
祗
ご
稲
す
る
國
俳
辿
五

十
名
許
り
の
圏
腔
が
組
曲
浦
な
る
宗
匠
に
率
ゐ
ら
れ
臥
雲
は
連
中

の
一
人
さ
推
せ
ら
れ
る
ミ
云
ふ
。

本
文

―
二
八
頁

長
崎
次
郎

つ
か
ふ

中
村
事
氏
が
編
窯
に
成
り
、
本
文
は
同
氏
が
八
木
田
梅
雄
氏
に

聞
い
た
も
の
を
綴
つ
た

「
肥
後
俳
句
」

（
―
|
五
二
頁
)
な
る
論

文
ー
|
此
の
要
頒
を
前
に
紹
介
し
た
の
で
あ
る
が
ー
ー
ー
と
附
録
た

マ
・

る
「
肥
後
國
誹
梨
」

（五一
―
―
ー
七
六
頁
）
拾
録
二
百
六
十
四
句
及

゜

（
七
七
—
ー
ニ
七頁
）
拾
録
六
百
十
句
ー
こ
か

明
治
三
十
五
年

一
月

0
九
四
頁

一
行

松
本
翌

1

一
郎
氏
が
編
涵
疲
行
し
た
の
で
あ
る
。

。

「
く
さ
い
」
は
肥
前
や
筑
後
で
も
用
ひ
る
。

「口
承
文
藝
大
意
」

遊
笑
党
」（
改

昇

望

誓

六

上

0
同
貞
五
行

た
（
五
五
ー
七
頁
）

和
四
年
五
月
初
版
）
所
牧
の
同
名
の
論
文

（
大
正
十
一
年
）

及
ぴ

泉温

0
九
八
頁
三
行

「
温
泉
」
だ
け

0
同
頁
六
ー
八
行

月

絶

版

百

頁
程

さ
割
書
に
し
度
い
。

岩
波
講
座

「日
本
文
學
」
の
柳
田
國
男
氏
が

（
昭
和
七
年
四
月
）
の
八
頁
十
四
行
参
照。

喜
多
村
屈
町

（

冠

聾

言

璧

鯉
）
の
「
嬉

「昔
曲
」
も
同
様。



• 

正

0
 1
0
四
頁
四
行

九
大
國
文
學
第
一
琥

五
四
頁
八
行

六
九
頁
十
四
行

九
大
國
文
學
第
二
琥

五
四
頁
十
五
行

見
怜

の
國
語

遇
然

誤

も
意
味
さ
れ
る
の
な
ら
誠
に
至
言
で
あ
る
。

見
本

の
口
諮

偶
然

（
昭
和
八
•
六
•
五
）

躍
に
會
話
の
箇
所
の
み
で
な
く
地
の
文
迄
を

氏
佑
蔵
窃
本
は
自
分
が
近
く
「
方
言
」
へ
裂
刻
豫
定。

す
」
で
一

貰
す
る
平
凡
な
標
準
的
口
語
で
あ
る
。

因
に
此
の
伊
波

間
題

大
江
山

胸 穎迫枇ル類ルツ
原 )JII評ビ ビや

のの

う

は

ふ

る

を

除

く

再
刻

あ
る
が
、

「
さ
し
こ
」

（
幾
何
）
を
除
い
て
は
「
御
座
る
」
「
申

で
あ
つ
て
｀
翁
廷
棟
弔
城
親
方
盛
林
が
文
政
元
ー
六
年
の
表
雹
が

十
五
枚
に
記
さ
れ
た
琉
球
人
の
日
本
栴
習
得
用
の
間
答
胞
會
話
栂

年
二
月
）
沖
縄
岡
書
館
所
蔵
の
「
大
和
口
上
」
な
る
究
料
は
半
紙

0
 1
0
三
頁
十
六
行

東
條
氏
が
目
分
に
報
告
さ
れ
た

（
昭
和
八

て
来
る
様
で
あ
る
。
自
分
の
疑
義
も
是
で
一
先
づ
氷
解
し
た
。

五
五
頁
五
行

六

一
頁
十
四
行

六一二
頁

一
行

六
五
頁
十
五
行

七
五
頁
十
行

七
七
頁
十
三
行

七
九
頁
十
一
二
行

八一二
頁
十

一
行

八
六
頁
十
二
行

文
晏
研
究
第
一
輯

二
六
六
頁
十
二
行

文
學
研
究
第
二
輯

九
六
頁
七
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